
(57)【要約】

【課題】操作回動姿勢において、先端処置部と操作部の

開閉操作との一致を実現可能な構造であり、かつ、操作

部の干渉を防止し、操作性の優れた外科用処置具を提供

する。

【解決手段】本外科処置具１は、内視鏡下外科手術に適

用される多自由度鉗子装置であり、主に挿入部２と、そ

の先端側に配置され、開閉駆動される処置部と、上記挿

入部２の基端側に配置される操作部４とを有してなり、

上記処置部の第１処置片および第２処置片は、上記第１

，２ハンドル部材３７，３９により対称方向に回動、ま

たは、開閉駆動されるが、上記第１ハンドル部材３７の

左右の所定の回動範囲を干渉することなく回動可能とす

るように上記第２ハンドル部材３９は、挿入部２に対し

て幅方向対称位置に離間して配置することにより上記操

作部４の左右の所定の回動範囲の回動許容している。

【選択図】　　図２５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 側 に 備 え ら れ 、 挿 入 部 の 軸 に 対 し て 回 動 可 能 、 か つ 、 相 互 に
開 閉 可 能 な 処 置 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 基 端 側 に 備 え ら れ 、 挿 入 部 の 軸 に 対 し て 回 動 可 能 、 か
つ 、 相 互 に 開 閉 可 能 な 操 作 部 と 、 前 記 処 置 部 と 前 記 操 作 部 と を 支 持 す る 支 持 体 と 、 前 記 支
持 体 に 平 行 ま た は 略 平 行 に 配 置 さ れ る 進 退 自 在 な 複 数 の 駆 動 棒 と を 有 し て な る 外 科 用 処 置
具 に お い て 、
前 記 操 作 部 は 、 前 記 支 持 体 の 基 端 部 に 設 け ら れ た 前 記 操 作 部 の 回 動 枢 支 軸 に よ っ て 枢 支 さ
れ た 回 動 操 作 片 と 、 前 記 回 動 操 作 片 上 に 設 け ら れ た 上 記 操 作 部 の 開 閉 枢 支 軸 に よ っ て 枢 支
さ れ た 開 閉 操 作 片 と を 有 し て な り 、 前 記 開 閉 操 作 片 は 、 少 な く と も 前 記 操 作 部 の 前 記 開 閉
枢 支 軸 に 関 し て 前 記 支 持 体 の 主 軸 か ら 離 間 し た 状 態 で 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 外
科 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 開 閉 操 作 片 は 、 前 記 支 持 体 の 主 軸 に 関 し て 前 記 操 作 部 の 前 記 開 閉 枢 支 軸 の 軸 方 向 に 相
互 に 離 間 し て 対 称 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 回 動 操 作 片 は 、 第 １ の 回 動 方 向 、 お よ び 、 前 記 第 １ の 方 向 に 垂 直 な る 第 ２ の 方 向 に 回
動 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 開 閉 操 作 片 は 、 前 記 第 １ の 回 動 方 向 と 一 致 す る 方 向 に 開 閉 可 能 に
構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ま た は 、 ２ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 処 置 部 は 、 前 記 支 持 体 の 先 端 部 に 設 け ら れ た 処 置 部 の 回 動 枢 支 軸 に よ っ て 枢 支 さ れ た
回 動 処 置 片 と 、 該 回 動 処 置 片 上 に 設 け ら れ た 処 置 部 の 開 閉 枢 支 軸 に よ っ て 枢 支 さ れ た 開 閉
処 置 片 と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 開 閉 処 置 片 は 、 前 記 第 １ の 回 動 方 向 と 一 致 す る 方 向 に 開 閉 可
能 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 術 者 が 挿 入 部 の 基 端 部 に 設 け ら れ た 操 作 部 を 把 持 し 、 先 端 部 の 処 置 部 を 回 動
お よ び 開 閉 し て 外 科 手 術 、 特 に 内 視 鏡 下 の 外 科 手 術 が 可 能 な 外 科 用 処 置 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
外 科 手 術 を 行 う た め の 外 科 用 処 置 具 と し て は 、 例 え ば 、 Ｕ Ｓ Ｐ ５ ， ２ ７ ５ ， ６ ０ ８ 号 公 報
、 Ｕ Ｓ Ｐ ５ ， ７ ０ ２ ， ４ ０ ８ 号 公 報 、 Ｕ Ｓ Ｐ ５ ， ３ ８ ３ ， ８ ８ ８ 号 公 報 、 及 び 、 Ｕ Ｓ Ｐ ４
， ７ ６ ３ ， ６ ６ ９ 号 公 報 等 に 提 案 さ れ た も の が が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 Ｕ Ｓ Ｐ ５ ， ２ ７ ５ ， ６ ０ ８ 号 公 報 に 提 案 さ れ た 外 科 処 置 具 は 、 シ ャ フ ト と 、 こ の シ ャ
フ ト の 先 端 部 に 設 け ら れ た 開 閉 可 能 な 処 置 部 と 、 前 記 シ ャ フ ト の 基 端 部 に 設 け ら れ た ハ ン
ド ル と か ら 構 成 さ れ て い る 。 上 記 処 置 部 は 、 開 閉 以 外 に ハ ン ド ル 操 作 に よ っ て 一 対 の 処 置
部 を 同 ― 平 面 内 で 回 動 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 Ｕ Ｓ Ｐ ５ ， ７ ０ ２ ， ４ ０ ８ 号 公 報 に 提 案 さ れ た 外 科 処 置 具 は 、 リ ン ク レ バ ー 状 の 第 １
の リ ン ク と 、 第 １ の リ ン ク に 接 続 さ れ た 第 ２ お よ び 第 ３ の リ ン ク と を 有 し て お り 、 上 記 第
２ お よ び 第 ３ の リ ン ク は 、 互 い に 内 側 に 移 動 可 能 で あ る と と も に 、 両 リ ン ク 端 部 に 第 ４ の
リ ン ク が 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 １ の リ ン ク を 第 １ の 方 向 に 回 動 す る と 、 第 ４ の リ ン
ク も 第 １ の 方 向 に 回 動 す る 平 行 リ ン ク に よ り 、 処 置 部 と 操 作 部 が 同 じ 角 度 に な る よ う に 構
成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 Ｕ Ｓ Ｐ ５ ， ３ ８ ３ ， ８ ８ ８ 号 公 報 に 提 案 さ れ た 外 科 処 置 具 は 、 シ ャ フ ト と 、 こ の シ ャ
フ ト の 先 端 部 に 設 け ら れ た 開 閉 及 び 回 動 可 能 な 処 置 部 と 、 上 記 シ ャ フ ト の 基 端 部 に 設 け ら
れ た ハ ン ド ル と か ら 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 記 ハ ン ド ル に よ っ て 処 置 部 を 開 閉 す る と
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と も に 、 ハ ン ド ル 側 に 設 け ら れ た レ バ ー に よ っ て 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 さ せ 、 処 置 部 を 回 動 さ
せ る よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 Ｕ Ｓ Ｐ ４ ， ７ ６ ３ ， ６ ６ ９ 号 公 報 に 提 案 さ れ た 外 科 処 置 具 は 、 シ ャ フ ト と 、 こ の シ ャ
フ ト の 先 端 部 に 設 け ら れ た 開 閉 お よ び 回 動 可 能 な 処 置 部 と 、 前 記 シ ャ フ ト の 基 端 部 に 設 け
ら れ た ハ ン ド ル と か ら 構 成 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル に よ っ て 処 置 部 を 開 閉 す る と と も に 、 ハ
ン ド ル 側 に 設 け ら れ た レ バ ー に よ っ て プ ツ シ ュ ロ ツ ド を 進 退 さ せ 、 処 置 部 を 回 動 さ せ る よ
う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 述 し た 従 来 の 各 外 科 用 処 置 具 は 、 回 動 平 面 が 一 面 の み で あ る も の が 殆 ど
で あ り 、 特 に 組 織 を 縫 合 ・ 結 紮 な ど の 複 雑 な 操 作 を 実 現 さ せ る た め に は 回 動 の 自 由 度 が 不
十 分 で あ る こ と が 否 め な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 前 述 の 外 科 用 処 置 具 に お い て は 、 操 作 部 側 か ら 処 置 部 を 回 動 及 び 回 転 で き る も の の
、 操 作 部 に 片 手 の 親 指 及 び 親 指 以 外 の 指 を 掛 け た ま ま 、 そ の 同 一 の 片 手 の み の 操 作 に よ り
処 置 部 を 回 動 さ せ て 目 的 の 部 位 に ア プ ロ ー チ し 、 さ ら に は 処 置 部 を 開 閉 さ せ る こ と が 困 難
で あ る も の が 殆 ど で あ り 、 同 様 に 縫 合 ・ 結 紮 操 作 ヘ の 転 用 は 困 難 で あ る 。 さ ら に は 、 回 動
が 任 意 で 、 か つ 片 手 で 回 動 及 び 開 閉 操 作 が 実 施 し 得 る 外 科 用 処 置 具 は 存 在 し な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め 、 本 出 願 人 は 、 先 に 特 願 ２ ０ ０ １ － １ １ ９ ９ ０ １ 号 に て 先 端
処 置 部 が 回 動 可 能 な 外 科 用 処 置 具 を 提 案 し て い る 。 こ の 外 科 用 処 置 具 は 、 先 端 処 置 部 を 上
下 左 右 に 回 動 操 作 さ せ る と と も に 先 端 処 置 部 の 開 閉 を 片 手 の み で 操 作 可 能 と す る 操 作 性 に
優 れ た 装 置 で あ る 。 ま た 、 回 動 お よ び 開 閉 操 作 を 剛 性 を 有 す る 駆 動 棒 を 含 む リ ン ク 機 構 に
よ り 構 成 し て い る た め 、 操 作 自 体 に 剛 性 が 保 た れ 不 要 な 遊 び を 発 生 さ せ る こ と が な く 、 確
実 な 操 作 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 先 端 処 置 部 を 開 閉 す る た め の 開 閉 軸 と 、 操 作 部 を 開 閉 操 作 さ せ る た め の 開 閉 軸 と は
、 外 科 用 処 置 部 の 主 軸 に 関 し て 互 い に 相 反 す る 側 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 構 成 は 、 全 て の
回 動 操 作 に お い て 操 作 部 の リ ン ク が 外 科 用 処 置 具 自 体 に 干 渉 す る こ と な く 、 且 つ 操 作 部 を
コ ン パ ク ト に 構 成 す る こ と を 可 能 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
し か し な が ら 、 前 記 開 閉 軸 の 配 置 で は 回 動 操 作 と の マ ッ チ ン グ が 完 全 で は な く 、 特 に 先 端
処 置 部 を 大 き く 開 放 さ せ て 使 用 す る 場 合 に は 、 回 動 に よ る 姿 勢 変 化 に よ り 先 端 処 置 部 の 開
放 角 度 が 縮 小 し て し ま う こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 、 上 述 し た 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 全 て の 操 作 回 動 姿 勢 に お い て 、
先 端 処 置 部 の 開 閉 操 作 と 操 作 部 の 開 閉 操 作 と の 一 致 を 実 現 可 能 な 構 造 で あ り 、 か つ 、 操 作
部 の 干 渉 を 防 止 し 、 操 作 性 の 優 れ た 外 科 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 は 、 挿 入 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 側 に 備 え ら れ 、
挿 入 部 の 軸 に 対 し て 回 動 可 能 及 び 相 互 に 開 閉 可 能 な 処 置 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 基 端 側 に 備 え
ら れ 、 挿 入 部 の 軸 に 対 し て 回 動 可 能 及 び 相 互 に 開 閉 可 能 な 操 作 部 と 、 前 記 処 置 部 と 前 記 操
作 部 と を 支 持 す る 支 持 体 と 、 前 記 支 持 体 に 平 行 ま た は 略 平 行 に 配 置 さ れ る 進 退 自 在 な 複 数
の 駆 動 棒 と を 有 し て な る 外 科 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 操 作 部 は 、 前 記 支 持 体 基 端 部 に 設 け
ら れ た 操 作 部 回 動 枢 支 軸 に よ っ て 枢 支 さ れ る 回 動 操 作 片 と 、 前 記 回 動 操 作 片 上 に 設 け ら れ
た 操 作 部 開 閉 枢 支 軸 に よ っ て 枢 支 さ れ た 開 閉 操 作 片 と を 有 し て な り 、 前 記 開 閉 操 作 片 は 、
少 な く と も 前 記 操 作 部 開 閉 枢 支 軸 上 に 関 し て 前 記 支 持 体 の 主 軸 か ら 離 間 し た 状 態 で 配 置 さ
れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 に お い て 、 前
記 開 閉 操 作 片 は 、 前 記 支 持 体 の 主 軸 に 対 し て 前 記 操 作 部 開 閉 枢 支 軸 の 軸 方 向 に 相 互 に 離 間
し て 対 称 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 は 、 請 求 項 １ 、 ま た は 、 ２ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具
に お い て 、 前 記 回 動 操 作 片 は 、 第 １ の 回 動 方 向 、 お よ び 、 前 記 第 １ の 方 向 に 垂 直 な る 第 ２
の 方 向 に 回 動 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 開 閉 操 作 片 は 、 前 記 第 １ の 回 動 方 向 と 一 致 す る 方 向 に
開 閉 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 外 科 用 処 置 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ 記 載 の 外 科 用 処 置 具 に お
い て 、 前 記 処 置 部 は 、 前 記 支 持 体 先 端 部 に 設 け ら れ た 処 置 部 回 動 枢 支 軸 に よ っ て 枢 支 さ れ
た 回 動 処 置 片 と 、 該 回 動 処 置 片 上 に 設 け ら れ た 処 置 部 開 閉 枢 支 軸 に よ っ て 枢 支 さ れ た 開 閉
処 置 片 と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 開 閉 処 置 片 は 、 前 記 第 １ の 回 動 方 向 と 一 致 す る 方 向 に 開 閉 可
能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ ～ 図 ２ ５ は 、 本 発 明 に お け る 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 外 科 用 処 置 具 に 関 す る 図 で あ る 。
そ の う ち 、 図 １ は 、 上 記 外 科 用 処 置 具 の 全 体 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 上 記 外
科 用 処 置 具 の リ ン ク 構 成 を 示 す 模 式 的 線 図 で あ っ て 、 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は
、 上 記 外 科 用 処 置 具 の 処 置 部 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ は 、 上 記 外 科 用 処 置 具 の
処 置 部 を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ は 、 上 記 外 科 用 処 置 具 の 処 置 部 の 開 放 状 態 を 上
方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ は 、 上 記 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ
る 。 図 ７ は 、 上 記 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 に て 、 ハ ン ド ル 部 材 お よ び ガ ー ド の 一 部 を 取 り 外
し た 状 態 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ８ は 、 上 記 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 に て 、 ハ ン ド
ル 部 材 お よ び ガ ー ド す べ て を 取 り 外 し た 状 態 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ９ は 、 上 記
外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 に て 、 ハ ン ド ル 部 材 お よ び ガ ー ド 、 さ ら に 、 ク レ ー ド ル を 取 り 外 し
た 状 態 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 図 １ ０ は 、 上 記 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 １ １ は 、
上 記 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 に て 、 ハ ン ド ル お よ び ガ ー ド を 取 り 外 し た 状 態 を 下 方 か ら 見 た
斜 視 図 で あ る 。 図 １ ２ は 、 上 記 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 に て 、 ハ ン ド ル 、 ガ ー ド 、 お よ び 、
ク レ ー ド ル を 取 り 外 し た 状 態 を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 さ ら に 、 図 １ ３ は 、 上 記 外 科
用 処 置 具 の 処 置 部 に お け る 各 ピ ン の 位 置 関 係 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 １ ４ は 、 上 記 外 科 用
処 置 具 の 操 作 部 に お け る 各 ピ ン の 位 置 関 係 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 １ ５ は 、 上 記 外 科 用 処
置 具 の 操 作 部 に お け る ハ ン ド ル 部 材 、 ガ ー ド 、 お よ び 、 ク レ ー ド ル を 取 り 外 し た 状 態 で の
各 ピ ン の 位 置 関 係 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 図 １ ， ２ 等 に 示 す よ う に 外 科 用 処 置 具 の 後 述 す る 挿 入 部 ２ （
後 述 ） の Ｚ ０ 　 軸 （ 支 持 体 軸 心 ） に 沿 う 方 向 を Ｚ 方 向 （ 水 平 方 向 ） と し 、 上 記 Ｚ 方 向 に 直
交 す る 方 向 を Ｙ 方 向 （ 上 下 方 向 ） と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 操 作 部 ４ （ 後 述 ） に 関 し て 図 ２ に 示 す よ う に 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ （ 後 述 ） を 通 る Ｙ 方 向
の 軸 心 を Ｙ ０ 　 軸 と す る 。 さ ら に 、 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ （ 後 述 ） を 通 る 水 平 方 向 の 軸 心 を Ｘ
０ 　 軸 と す る 。 上 記 Ｘ ０ 　 軸 と 直 交 し 、 操 作 部 ４ の 幅 に 沿 っ た 方 向 を Ｚ ａ 方 向 と す る （ 操
作 部 ４ が 真 直 状 態 に あ る と き は 、 Ｚ 方 向 と 一 致 す る ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ し て 、 操 作 部 ４ の 上 記 Ｘ ０ 　 軸 ま わ り の 上 下 方 向 の 回 動 方 向 を 第 １ の 回 動 方 向 と し 、 そ
の 回 動 角 を α ａ で 示 す 。 操 作 部 ４ の 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ （ 後 述 ） と 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３
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９ （ 後 述 ） の 上 記 第 １ の 回 動 方 向 と 同 方 向 の 開 閉 回 動 角 を α ｂ で 示 す 。 さ ら に 、 上 記 Ｙ ０
　 軸 ま わ り の 操 作 部 ４ の 左 右 方 向 の 回 動 方 向 を 第 ２ の 回 動 方 向 と し 、 そ の 回 動 角 を α ｃ で
示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
一 方 、 処 置 部 ３ （ 後 述 ） に 関 し て も 図 ２ に 示 す よ う に 第 １ 枢 支 軸 ９ （ 後 述 ） を 通 る Ｙ 方 向
の 軸 心 を Ｙ １ 　 軸 と す る 。 ま た 、 第 １ 枢 支 ピ ン １ １ （ 後 述 ） を 通 る 水 平 方 向 の 軸 心 を Ｘ １
　 軸 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ し て 、 処 置 部 ３ の 第 １ 処 置 片 １ ２ （ 後 述 ） の Ｘ １ 　 軸 ま わ り の 上 記 第 １ の 回 動 方 向 と 一
致 す る 上 下 方 向 の 回 動 角 を β ａ で 示 し 、 第 ２ 処 置 片 １ ４ （ 後 述 ） の 第 １ 処 置 片 １ ２ に 対 す
る 開 閉 回 動 角 を β ｂ で 示 す 。 さ ら に 、 第 １ 処 置 片 １ ２ の 上 記 第 ２ の 回 動 方 向 と 一 致 す る Ｙ
１ 　 軸 ま わ り の 左 右 方 向 の 回 動 角 を β ｃ で 示 す 。
な お 、 後 述 す る 第 ２ 実 施 形 態 の 説 明 に お い て も 上 記 方 向 お よ び 角 度 は 、 同 じ 符 号 で 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 １ は 、 内 視 鏡 下 外 科 手 術 に 適 用 さ れ る 多 自 由 度 鉗 子 装 置 で あ り
、 ト ロ ッ カ ー を 介 し て 患 者 の 体 内 に 挿 入 部 の 先 端 に 配 置 さ れ る 処 置 部 を 挿 入 し て 、 操 作 部
に よ り 上 記 処 置 部 の 姿 勢 を 操 作 し な が ら 体 内 の 患 部 の 手 術 処 置 を 行 う こ と が で き る 。 例 え
ば 、 上 記 処 置 部 を 持 針 器 と し て 適 用 す れ ば 、 上 記 挿 入 部 お よ び 操 作 部 を 回 動 操 作 す る こ と
に よ り 体 内 患 部 の 縫 合 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 外 科 用 処 置 具 １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 体 内 へ 挿 通 さ れ る 挿 入 部 ２ と 、 挿 入 部 ２ の 先 端
側 に 配 置 さ れ 、 縫 合 ， 結 紮 を 行 う た め の 鉗 子 部 と な る 処 置 部 ３ と 、 挿 入 部 ２ の 基 端 側 に 配
置 さ れ 、 処 置 部 ３ を リ ン ク 機 構 を 介 し て 操 作 す る た め の 第 １ ， 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ ， ３
９ を 備 え た 操 作 部 ４ と を 有 し て な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 挿 入 部 ２ は 、 図 １ に 示 す よ う に ト ロ ッ カ ー に 挿 入 可 能 な シ ー ス ２ ａ で 覆 わ れ て お り 、
挿 入 部 ２ の 基 端 側 に は 、 操 作 部 ４ に 対 す る 気 密 手 段 で あ る シ ー ル 部 ２ ｂ が 配 置 さ れ て い る
。 さ ら に 、 図 ３ ～ ５ ， ６ ～ ８ に 示 す よ う に 上 記 挿 入 部 ２ に は 、 挿 入 部 ２ に 固 定 支 持 さ れ 、
挿 入 部 ２ の 沿 っ た Ｚ 方 向 に 延 出 し 、 主 軸 （ Ｚ ０ 　 軸 ） を 有 す る 高 剛 性 の 一 体 真 直 形 状 の 処
置 部 側 第 １ 支 持 体 ８ ， 操 作 部 側 第 ２ 支 持 体 ３ １ と 、 上 記 支 持 体 ８ ， ３ １ の 下 側 に 配 置 さ れ
、 Ｚ 方 向 に 進 退 可 能 な 真 直 細 径 状 の 第 １ 駆 動 棒 ５ と 、 上 記 支 持 体 ８ ， ３ １ の 上 側 に 配 置 さ
れ 、 Ｚ 方 向 に 進 退 可 能 で 上 記 第 １ 駆 動 棒 ５ と 平 行 な 状 態 で 、 か つ 、 互 い に 平 行 、 ま た は 、
略 平 行 に 配 置 さ れ る ２ 本 の 真 直 細 径 状 の 第 ２ 駆 動 棒 ６ ， 第 ３ 駆 動 棒 ７ と を 有 し て な る 。 そ
し て 、 上 記 第 １ 支 持 体 ８ の 処 置 部 側 先 端 に は 、 す り 割 部 ８ ａ が 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ 支 持 体
３ １ の 操 作 部 側 先 端 に は 、 す り 割 部 ３ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 第 １ 駆 動 棒 ５ は 、 処 置 部 ３ を 開 閉 駆 動 す る た め の 開 閉 リ ン ク を 構 成 す る 部 材 で あ っ て
、 上 記 第 ２ ， ３ 駆 動 棒 ６ ， ７ は 、 そ れ ぞ れ が 処 置 部 ３ を 回 動 駆 動 す る た め の 回 動 リ ン ク を
構 成 す る 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 処 置 部 ３ は 、 図 ３ 等 に 示 す よ う に 主 に 開 閉 可 能 な 回 動 処 置 片 で あ る 第 １ 処 置 片 １ ２ と
、 第 １ 処 置 片 １ ２ に 対 し て 開 閉 駆 動 さ れ る 開 閉 処 置 片 の 第 ２ 処 置 片 １ ４ と 、 第 １ 処 置 片 １
２ を 上 下 ， 左 右 方 向 に 回 動 可 能 に 支 持 す る 第 １ 回 動 板 １ ０ と 、 第 １ 処 置 片 １ ２ を 左 右 方 向
に 回 動 す る た め の 第 ２ 回 動 板 ２ １ と 、 第 ２ 処 置 片 １ ４ を 開 閉 駆 動 す る た め の 第 １ 連 結 部 材
１ ６ と 、 第 １ 連 結 部 材 １ ６ ， 第 １ 駆 動 棒 ５ の 間 に 連 結 さ れ る 第 ２ 連 結 部 材 １ ８ と を 有 し て
な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 第 １ 処 置 片 １ ２ は 、 把 持 部 １ ２ ａ と 屈 曲 部 １ ２ ｂ を 有 し て お り 、 幅 方 向 に 貫 通 す る 処
置 部 開 閉 枢 支 軸 で あ る 第 １ 開 閉 枢 支 ピ ン １ ３ と 、 屈 曲 部 １ ２ ｂ を 貫 通 し 、 上 記 枢 支 ピ ン １
３ に 平 行 な 処 置 部 回 動 支 持 軸 で あ る 第 ２ 枢 支 ピ ン ２ ０ と 、 第 １ 枢 支 ピ ン １ １ と を 有 し て い
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る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 第 ２ 処 置 片 １ ４ は 、 把 持 部 １ ４ ａ と 脚 部 １ ４ ｂ を 有 し て お り 、 第 １ 処 置 片 １ ２ に 対 し
て 処 置 部 開 閉 枢 支 軸 で あ る 第 １ 開 閉 枢 支 ピ ン １ ３ に よ っ て 開 閉 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る
。 上 記 脚 部 １ ４ ｂ の 下 端 部 に は 、 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ が 回 動 可 能 に 嵌 入 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 第 １ 処 置 片 １ ２ の 把 持 面 １ ２ ａ と 第 ２ 処 置 片 １ ４ の 把 持 面 １ ４ ａ が 対 向 し て お り 、 第
１ 開 閉 枢 支 ピ ン １ ３ に て 第 ２ 処 置 片 １ ４ が 開 閉 回 動 さ れ て 、 上 記 把 持 面 １ ２ ａ ， １ ４ ａ で
対 象 物 を 把 持 す る こ と が で き る 。 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 該 把 持 面 １ ２ ａ ， １ ４ ａ に は 必
要 に 応 じ て 凹 凸 加 工 が 施 さ れ て お り 、 把 持 対 象 物 で あ る 縫 合 針 、 縫 合 糸 、 ま た は 、 生 体 組
織 等 を 確 実 に 把 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 記 第 １ 回 動 板 １ ０ は 、 第 １ 支 持 体 ８ の す り 割 部 ８ ａ 側 の 処 置 部 回 動 枢 支 軸 で あ る 第 １ 枢
支 軸 ９ （ Ｙ １ 　 軸 ） を 介 し て 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 。 こ の 第 １ 回 動 板 １ ０ の 第 １ 処 置 片 １
２ 側 は 、 上 記 Ｙ １ 　 軸 に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 第 １ 枢 支 ピ ン １ １ （ Ｘ １ 　 軸 ） が 回 動 可 能 に
嵌 入 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 記 第 ２ 回 動 板 ２ １ は 、 第 ２ ， 第 ３ 駆 動 棒 ６ ， ７ の 処 置 部 側 先 端 に て 所 定 の 幅 だ け 左 右 に
離 間 す る Ｙ 方 向 の ２ つ の 第 １ ， ２ 回 動 ピ ン ２ ２ ， ２ ３ に て 回 動 可 能 に 支 持 さ れ る 。 こ の 第
２ 回 動 板 ２ １ の 処 置 部 側 は 、 第 １ 処 置 片 １ ２ の 上 記 回 動 ピ ン ２ ２ ， ２ ３ と 垂 直 方 向 の 第 ２
枢 支 ピ ン ２ ０ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 な お 、 第 ２ 枢 支 ピ ン ２ ０ と 上 記 第 １ 枢 支 ピ ン
１ １ と は 、 互 い に 平 行 に 、 か つ 、 比 較 的 近 傍 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
上 記 第 １ 連 結 部 材 １ ６ は 、 一 方 が 上 記 第 １ 開 閉 枢 支 ピ ン １ ３ と 平 行 な 第 ２ 処 置 片 １ ４ の 第
１ 連 結 ピ ン １ ５ に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ 、 他 方 が 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ に 垂 直 な 方 向 の 第 ２ 連 結
部 材 １ ８ 側 の 第 ２ 連 結 ピ ン １ ７ に 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。 さ ら に 、 上 記 第 ２ 連 結 部 材
１ ８ は 、 そ の 基 端 側 が 第 ２ 連 結 ピ ン １ ７ と 垂 直 な 方 向 の 第 ３ 連 結 ピ ン １ ９ に 回 動 自 在 に 連
結 さ れ て い る 。 な お 、 上 記 第 ３ 連 結 ピ ン １ ９ は 、 第 １ 駆 動 棒 ５ の 処 置 部 側 端 部 に 固 定 支 持
さ れ て い る 連 結 ピ ン で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 述 し た 処 置 部 ３ に お い て 、 第 １ 駆 動 棒 ５ を 前 方 に 移 動 さ せ 、 第 ２ ， ３ 駆 動 棒 ６ ， ７ を 後
方 に 移 動 さ せ る と 、 第 １ 連 結 部 材 １ ６ お よ び 第 ２ 回 動 板 ２ １ が 前 進 お よ び 後 退 移 動 し 、 第
１ 処 置 片 １ ２ が 第 ２ 処 置 片 １ ４ と と も に 第 １ 枢 支 ピ ン １ １ （ Ｘ １ 　 軸 ） を 中 心 に し て 上 方
に 向 け て 回 動 角 β ａ の 方 向 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 第 １ 駆 動 棒 ５ の み を Ｚ 方 向 に 進 退 移 動 さ せ る と 、 第 ２ 連 結 部 材 １ ８ と 第 １ 連 結 部 材
１ ６ を 介 し て 第 ２ 処 置 片 １ ４ が 押 圧 、 ま た は 、 引 っ 張 ら れ て 第 １ 開 閉 枢 支 ピ ン １ ３ を 中 心
に し て 回 動 角 β ｂ の 方 向 に 開 閉 回 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
さ ら に 、 第 １ ， ２ 駆 動 棒 ６ ， ７ を Ｚ 方 向 に 互 い に 前 後 移 動 さ せ る と 、 第 ２ 回 動 板 ２ １ が 第
１ 支 持 体 ８ に 対 し て 傾 斜 し 、 第 １ 処 置 片 １ ２ が 第 ２ 処 置 片 １ ４ と と も に 第 １ 枢 支 軸 ９ （ Ｙ
１ 　 軸 ） を 中 心 に 左 右 の 回 動 角 β ｃ の 方 向 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
上 記 操 作 部 ４ は 、 挿 入 部 ２ の 基 端 側 に 配 置 さ れ 、 図 ６ ～ １ ２ に 示 す よ う に 挿 入 部 ２ の 基 端
側 に 上 記 第 ２ 支 持 体 ３ １ お よ び 第 １ ， ２ ， ３ 駆 動 棒 ５ ， ６ ， ７ に 連 結 さ れ 、 上 記 処 置 部 ３
を 回 動 操 作 す る た め の 操 作 部 で あ る 。 そ の 操 作 部 ４ は 、 主 に 回 動 操 作 片 で あ る 第 １ ハ ン ド
ル 部 材 ３ ７ と 、 開 閉 操 作 片 で あ る 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３ ９ と 、 第 ３ ， ４ 回 動 板 ３ ４ ， ４ ６ と
、 第 ３ ， ４ ， ５ 連 結 部 材 ４ １ ， ４ ３ ， ４ ４ と 、 ク レ ー ド ル ５ ０ と 、 ４ つ の 保 護 部 材 で あ る
第 １ ， ２ ， ３ ， ４ ガ ー ド ６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ と を 有 し て な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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上 記 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ に は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 術 者 が 操 作 時 に 親 指 、 薬 指 、 お よ び
、 小 指 を 把 持 す る こ と に 好 適 な 形 状 を 成 す 第 １ グ リ ッ プ ３ ７ ａ が 設 け ら れ る 。 上 記 第 １ ハ
ン ド ル 部 材 ３ ７ の 両 幅 側 外 方 に は 、 サ ポ ー ト 部 材 ３ ７ ｂ を 介 し て 第 ２ 支 持 体 ３ １ の 軸 心 で
あ る Ｚ ０ 　 軸 に 対 し て 対 称 位 置 に 離 間 し た 状 態 で 一 対 の サ イ ド ベ ー ス ３ ７ ｃ が 配 置 さ れ 、
固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 記 一 対 の サ イ ド ベ ー ス ３ ７ ｃ の 一 端 部 に は 、 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ が 固 着 さ れ て い る 。
こ の 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ は 、 後 述 す る 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ （ Ｘ ０ 　 軸 ） と 平 行 で あ り 、 そ
の 軸 心 は 、 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ の 延 長 位 置 か ら 所 定 距 離 離 間 し た 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 上 記 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ の 内 側 に は 、 挿 入 部 ２ 側 端 部 の ハ ン ド ル 部 材 延 出 方 向 に
対 し て 傾 斜 し た 線 上 に 沿 っ て 第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ ， 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ ， ガ イ ド ピ ン ４ ０ が 固
着 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ ， 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ と ガ イ ド ピ ン ４ ０ の 配 設
部 下 方 に は 、 力 点 軸 ４ ３ ａ が 移 動 可 能 に 挿 通 す る た め の 扇 状 開 口 部 ３ ７ ｄ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
さ ら に 、 上 記 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ の 内 部 に は 、 第 ４ 回 動 板 ４ ６ と 第 ３ 回 動 ３ ４ と 第 ３ 連
結 部 材 ４ １ と が 幅 方 向 が 規 制 さ れ た 状 態 で 配 置 さ れ て い る 。 上 記 第 ３ 回 動 板 ３ ４ は 、 挿 入
部 ２ に 対 し て 上 下 方 向 （ Ｙ 方 向 ） が 規 制 さ れ 、 か つ 、 第 ２ 支 持 体 ３ １ の 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ （
Ｙ ０ 　 軸 ） に 対 し て 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ３ 回 動 板 ３ ４ を 中 心 に し て そ の
上 下 に 第 ４ 回 動 板 ４ ６ 、 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ が そ れ ぞ れ Ｚ ａ 方 向 、 か つ 、 Ｙ 方 向 に 移 動 可 能
な 状 態 で 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 記 第 ４ 回 動 板 ４ ６ ， 第 ３ 回 動 板 ３ ４ ， 第 ３ 連 結 部 材
４ １ に は 、 上 記 第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ ， 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ （ Ｘ ０ 　 軸 ） ， ガ イ ド ピ ン ４ ０ が そ
れ ぞ れ 回 動 、 ま た は 、 摺 動 自 在 に 嵌 入 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
し た が っ て 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ は 、 第 ３ 回 動 板 ３ ４ に 支 持 さ れ る 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ （
Ｘ ０ 　 軸 ） を 中 心 に 第 １ の 回 動 方 向 で あ る 上 下 の 回 動 方 向 （ 回 動 角 α ａ 方 向 ） に 回 動 操 作
可 能 で あ り 、 か つ 、 操 作 部 回 動 枢 支 軸 で あ る 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ （ Ｙ ０ 　 軸 ） を 中 心 に し て 第
２ の 回 動 方 向 で あ る 左 右 回 動 方 向 （ 回 動 角 α ｃ 方 向 ） へ の 回 動 操 作 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
上 記 一 対 の サ イ ド ベ ー ス ３ ７ ｃ に は 、 前 述 し た よ う に 複 数 の サ ポ ー ト ３ ７ ｂ を 介 し て 第 １
ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ の 外 側 対 称 位 置 に 離 間 し て 固 着 さ れ る が そ の 内 幅 寸 法 Ｄ ０ 　 は 、 後 述 す
る よ う に 挿 入 部 ２ の 基 端 部 と 干 渉 す る こ と な く 、 操 作 部 ４ の 所 定 の 左 ， 右 方 向 回 動 角 α ｃ
を 許 容 す る 必 要 最 小 幅 に な っ て い る （ 図 ２ ４ ， ２ ５ ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
上 記 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３ ９ は 、 サ ポ ー ト ３ ９ ｂ を 介 し て 固 着 さ れ る 第 ２ グ リ ッ プ 部 ３ ９ ａ
を 有 し て い る 。 こ の 第 ２ グ リ ッ プ 部 ３ ９ ａ は 、 術 者 が 操 作 時 に 人 差 し 指 を 中 指 を 用 い て 操
作 す る の に 好 適 な 形 状 を 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
そ し て 、 上 記 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３ ９ は 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ の 両 幅 部 の サ イ ド ベ ー ス ３
７ ｃ の 外 側 に 接 し た 状 態 で 第 ２ 支 持 体 ３ １ （ Ｚ ０ 　 軸 ） の 幅 方 向 に 対 称 位 置 に 一 対 の 状 態
で 取 り 付 け ら れ 、 か つ 、 サ イ ド ベ ー ス ３ ７ ｃ 側 の 操 作 部 開 閉 枢 支 軸 で あ る 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ
ン ３ ８ に 回 動 自 在 に 嵌 入 し 、 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
し た が っ て 、 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３ ９ は 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ に 対 し て 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン
３ ８ を 中 心 に 上 記 第 １ の 回 動 方 向 と 同 方 向 （ 回 動 角 α ｂ 方 向 ） に 回 動 操 作 が 可 能 と な る 。
な お 、 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３ ９ の 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ ま わ り の 先 端 縁 辺 ３ ９ ｅ は 、 サ イ ド
ベ ー ス ３ ７ ｃ の 先 端 縁 辺 ３ ７ ｅ と 同 一 形 状 を 有 す る よ う に 構 成 し て よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ と 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３ ９ の 間 に は 、 各 相 対 開 閉 位 置 に ク リ ッ
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ク 保 持 す る た め の ラ チ ェ ッ ト 手 段 と 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 を 開 放 方 向 に 付 勢 す る 開 放 バ ネ 手 段
が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
さ ら に 、 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３ ９ の 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ の 位 置 か ら 所 定 距 離 離 間 し た 位 置
に 第 ５ 連 結 ピ ン ４ ９ が 両 幅 内 部 に 対 向 し て 固 着 さ れ て い る 。 こ の 第 ５ 連 結 ピ ン ４ ９ に は 、
そ の 両 内 側 面 に 一 対 の 第 ５ 連 結 部 材 ４ ４ が 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
な お 、 上 記 第 ５ 連 結 部 材 ４ ４ の 先 端 部 に は 、 第 ４ 連 結 部 材 ４ ３ を 介 し て 力 点 軸 ４ ３ ａ が 挿
通 し て 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
上 記 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ の 内 部 の 第 ４ 回 動 板 ４ ６ ， 第 ３ 回 動 板 ３ ４ ， 第 ３ 連 結 部 材 ４ １
の 後 方 部 に は 、 枠 形 状 の ク レ ー ド ル ５ ０ が 傾 斜 角 可 変 の 状 態 で 嵌 め 込 ま れ て い る 。 上 記 ク
レ ー ド ル ５ ０ の 枠 部 に は 、 幅 方 向 に 沿 っ て 第 １ ， ２ ， ３ 平 行 ガ イ ド ピ ン ５ １ ， ５ ２ ， ５ ３
が 挿 通 し て お り 、 そ れ ら の ガ イ ド ピ ン は 、 そ れ ぞ れ 上 記 第 ４ 回 転 板 ４ ６ の 第 １ 平 行 ガ イ ド
ピ ン 孔 ４ ６ ａ ， 第 ３ 回 動 板 ３ ４ の 第 ２ 平 行 ガ イ ド ピ ン 孔 ３ ４ ａ ， 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ の 第 ２
グ ル ー ブ ４ １ ｂ に 回 動 、 ま た は 、 摺 動 自 在 に 嵌 入 し て い る （ 図 ８ ， ９ ） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
な お 、 上 記 第 １ ， ２ ， ３ 平 行 ガ イ ド ピ ン ５ １ ， ５ ２ ， ５ ３ は 、 ク レ ー ド ル ５ ０ 組 み 付 け 状
態 で 第 １ ハ ン ド ル ３ ７ に 設 け ら れ た 第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ 、 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ 、 お よ び 、 ガ イ
ド ピ ン ４ ０ に 対 し て そ の 後 方 側 に 平 行 、 か つ 、 各 々 Ｚ ａ ， Ｙ 方 向 に 各 々 等 し い 離 間 距 離 の
位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
上 記 第 ３ 回 動 板 ３ ４ は 、 図 ８ ， ９ ， １ １ ， １ ２ に 示 す よ う に 前 述 し た よ う に そ の 挿 入 部 ２
側 端 部 が 第 ２ 支 持 体 ３ １ の 基 端 側 す り 割 り 部 ３ １ ａ に 嵌 入 す る 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ （ Ｙ ０ 　 軸
） に 回 動 可 能 に 貫 通 し て 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
さ ら に 、 上 記 第 ３ 回 動 板 ３ ４ に は 、 前 述 し た よ う に 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ 側 の 第 ３ 枢 支 ピ
ン ３ ５ が 幅 方 向 に 回 動 可 能 に 貫 通 し 、 さ ら に 、 そ の 後 方 側 で ク レ ー ド ル ５ ０ の 第 ２ 平 行 ガ
イ ド ピ ン ５ ２ が 回 動 可 能 に 嵌 合 し て い る 。 な お 、 上 記 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ と 上 記 第 ２ 枢 支 軸
３ ２ と の Ｚ ａ 方 向 の 離 間 距 離 は 、 後 述 す る よ う に 所 定 の 距 離 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
上 記 第 ４ 回 動 板 ４ ６ に は 、 図 ８ ， ９ に 示 す よ う に そ の 挿 入 部 ２ 側 端 部 に 設 け ら れ る す り 割
り 部 に て Ｙ 方 向 に 貫 通 す る ２ つ の 第 ３ ， ４ 回 動 ピ ン ４ ７ ， ４ ８ が 固 着 さ れ て い る 。 上 記 第
３ ， ４ 回 動 ピ ン ４ ７ ， ４ ８ に は 、 そ れ ぞ れ 第 ２ ， ３ 駆 動 棒 ６ ， ７ の 基 端 部 が 回 動 自 在 に 嵌
合 し て 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
さ ら に 、 上 記 第 ４ 回 動 板 ４ ６ に は 、 前 述 し た よ う に 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ 側 の 第 ４ 枢 支 ピ
ン ４ ５ が Ｚ ａ 方 向 と 垂 直 な 方 向 に 沿 っ て 回 動 可 能 な 状 態 で 貫 通 し 、 そ の 後 方 に ク レ ー ド ル
５ ０ の 第 １ 平 行 ガ イ ド ピ ン ５ １ が 回 動 可 能 に 嵌 合 し て い る 。 な お 、 上 記 第 ３ ， ４ 回 動 ピ ン
４ ７ ， ４ ８ と 上 記 第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ と の Ｚ ａ 方 向 の 離 間 距 離 は 、 後 述 す る よ う に 所 定 の 距
離 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
上 記 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ に は 、 図 １ １ ， １ ２ に 示 す よ う に そ の 挿 入 部 ２ 側 端 部 に 設 け ら れ る
す り 割 り 部 に て 第 ４ 連 結 ピ ン ４ ２ が Ｙ 方 向 に 貫 通 し て 支 持 さ れ て い る 。 上 記 第 ４ 連 結 ピ ン
４ ２ に は 、 第 １ 駆 動 棒 ５ の 基 端 部 が 回 動 自 在 に 嵌 合 し て 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
さ ら に 、 上 記 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ に は 、 Ｚ ａ 方 向 に 延 出 す る ２ つ の 第 １ グ ル ー ブ ４ １ ａ と 第
２ グ ル ー ブ ４ １ ｂ と が 設 け ら れ る 。 上 記 第 １ ， ２ グ ル ー ブ ４ １ ａ ， ４ １ ｂ の 間 に は 、 Ｚ ａ
方 向 と 垂 直 方 向 の 力 点 軸 軸 受 け 孔 ４ １ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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上 記 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ の 第 １ グ ル ー ブ ４ １ ａ に は 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ 側 の ガ イ ド ピ ン
４ ０ が 回 動 ， ス ラ イ ド 可 能 な 状 態 で 嵌 入 す る 。 上 記 第 ２ グ ル ー ブ ４ １ ｂ に は 、 ク レ ー ド ル
５ ０ の 第 ３ 平 行 ガ イ ド ピ ン ５ ３ が 回 動 ， ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 入 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
上 記 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ の 力 点 軸 軸 受 け 孔 ４ １ ｃ に は 、 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３ ９ に 回 動 可 能 に
支 持 さ れ る 第 ５ 連 結 部 材 ４ ４ の 先 端 部 に 固 着 さ れ た 力 点 軸 ４ ３ ａ が 回 動 可 能 な 状 態 で 嵌 合
し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
上 記 第 １ ， ２ ガ ー ド ６ １ ， ６ ２ は 、 図 ６ ， １ ０ に 示 す よ う に 中 央 側 方 に 切 り 欠 き 部 が 形 成
さ れ て い る 部 材 で あ っ て 、 第 ２ 支 持 体 ３ １ に 固 着 さ れ 、 挿 入 部 ２ に 対 す る 第 １ ハ ン ド ル 部
材 ３ ７ の 左 右 方 向 （ 回 動 角 α ｃ 方 向 ） の 所 定 の 操 作 回 動 範 囲 を 上 記 切 り 欠 き 部 に よ っ て 許
容 し 、 か つ 、 挿 入 部 ２ を 保 護 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
上 記 第 ３ ， ４ ガ ー ド ６ ３ ， ６ ４ は 、 図 ６ ， １ ０ に 示 す よ う に そ れ ぞ れ 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３
７ に 固 着 さ れ 、 挿 入 部 ２ に 対 す る 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ の 上 下 方 向 （ 回 動 角 α ａ 方 向 ） の
所 定 の 操 作 回 動 範 囲 に 規 制 し 、 か つ 、 挿 入 部 ２ を 保 護 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
こ こ で 、 操 作 部 ４ に お け る 上 記 ク レ ー ド ル ５ ０ の 作 用 を ま と め て 説 明 す る と 、 前 述 し た よ
う に ク レ ー ド ル ５ ０ 上 に 設 け ら れ た 第 １ 平 行 ガ イ ド ピ ン ５ １ 、 第 ２ 平 行 ガ イ ド ５ ２ 、 お よ
び 、 第 ３ 平 行 ガ イ ド ピ ン ５ ３ の そ れ ぞ れ の 離 間 距 離 は 、 第 １ ハ ン ド ル ３ ７ 上 に 設 け ら れ た
第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ 、 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ 、 お よ び 、 ガ イ ド ピ ン ４ ０ の そ れ ぞ れ の 離 間 距 離 と
等 し く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ の 側 面 の 第 １ グ ル ー ブ ４ １
ａ お よ び 第 ２ グ ル ー ブ ４ １ ｂ に は 、 そ れ ぞ れ 上 記 ガ イ ド ピ ン ４ ０ と ク レ ー ド ル ５ ０ の 上 記
第 ３ 平 行 ガ イ ド ピ ン ５ ３ が 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
上 記 ク レ ー ド ル ５ ０ の 作 用 に よ っ て 、 第 １ ハ ン ド ル ３ ７ の 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ を 中 心 に
し た 回 動 範 囲 に て 、 第 ３ 回 動 板 ３ ４ に 対 し て 、 第 ４ 回 動 板 ４ ６ お よ び 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ が
常 に 平 行 な る 関 係 に 保 持 さ れ る 。 こ の た め 、 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ の 力 点 軸 受 孔 ４ １ ｃ に 印 加
さ れ る 力 の 作 用 方 向 が 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ の 水 平 方 向 （ Ｚ 方 向 ） か ら 外 れ た 場 合 に お い て も
、 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ の 水 平 姿 勢 が 損 な わ れ る こ と が な く 、 処 置 部 ３ 側 の 第 ３ 連 結 ピ ン １ ９
と 、 上 記 第 ３ 連 結 ピ ン １ ９ に 相 当 す る 操 作 部 ４ 側 の 力 点 軸 ４ ３ ａ と の 平 行 写 像 位 置 関 係 が
確 実 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
上 述 し た 構 成 を 有 す る 操 作 部 ４ に お い て は 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ は 、 第 ２ ハ ン ド ル 部 材
３ ９ と と も に 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ を 中 心 に し て 図 １ に 示 す 位 置 か ら 図 ６ に 示 す 位 置 ま で を 第
１ の 回 動 方 向 で あ る 上 下 方 向 に 回 動 操 作 が 可 能 で あ る （ そ の 回 動 角 α ａ 範 囲 は 、 約 ９ ０ °
） 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
上 記 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ の 回 動 に よ り 、 第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ お よ び 力 点 軸 ４ ３ ａ を 介 し て
第 ４ 回 動 板 ４ ６ と 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ が 第 ３ 回 動 板 ３ ４ に 対 し て Ｚ ａ 方 向 に 前 後 移 動 す る 。
そ し て 、 上 記 第 ４ 回 動 板 ４ ６ と 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ の 相 対 移 動 に 伴 っ て 、 第 ２ ， ３ 駆 動 棒 ６
， ７ と 第 １ 駆 動 棒 ５ と が 互 い に Ｚ 方 向 に 沿 っ て 進 退 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
そ の と き 、 第 ４ 回 動 板 ４ ６ の 移 動 に ク レ ー ド ル ５ ０ が 連 動 し て そ の 傾 斜 角 が 変 化 す る が 、
第 ３ 連 結 部 材 ４ １ は 、 第 １ グ ル ー ブ ４ １ ａ に 嵌 入 す る ガ イ ド ピ ン ４ ０ と 、 第 ２ グ ル ー ブ ４
１ ｂ に 嵌 入 す る ク レ ー ド ル ５ ０ の 第 ３ 平 行 ガ イ ド ピ ン ５ ３ に よ っ て Ｙ 方 向 が 規 制 さ れ る の
で 、 第 ３ 連 結 材 ４ １ が 第 ３ 回 動 板 ３ ４ に 対 し て 平 行 、 か つ 、 所 定 の Ｙ 方 向 の 離 間 位 置 に 保
持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ま た 、 上 記 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ の 上 下 方 向 の 全 回 動 範 囲 で 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３ ９ は 、 第
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１ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ に 対 し て 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ を 中 心 に し た 第 １ の 回 動 方 向 と 同 一 の
開 閉 回 動 方 向 （ 回 動 角 α ｂ 方 向 ） へ の 回 動 操 作 が 可 能 で あ る 。 こ の 開 閉 回 動 操 作 で は 、 力
点 軸 ４ ３ ａ に よ り 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ の み が 第 ３ 回 動 板 ３ ４ に 対 し て Ｚ ａ 方 向 に 進 退 移 動 す
る 。 そ の 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ の 進 退 移 動 に 伴 っ て 第 １ 駆 動 棒 ５ が 進 退 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
さ ら に 、 上 記 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ と 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３ ９ が 上 記 各 上 下 回 動 操 作 位 置 お
よ び 各 開 閉 回 動 操 作 位 置 に あ る と き 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ を 左 右 に 回 動 操 作 す る こ と に
よ り 第 ３ 回 動 板 ３ ４ が 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ （ Ｙ ０ 　 軸 ） を 中 心 に し て 第 ２ の 回 動 方 向 （ 回 動 角
α ｃ 方 向 ） で あ る 左 右 方 向 に 回 動 可 能 で あ る 。 こ の と き 、 第 ３ 回 動 板 ３ ４ と と も に 第 ４ 回
動 板 ４ ６ お よ び 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ も 一 体 的 に 左 右 方 向 に 回 動 す る 。 上 記 第 ４ 回 動 板 ４ ６ の
左 右 の 回 動 に 伴 っ て 第 ２ ， ３ 駆 動 棒 ６ ， ７ が 第 ３ ， ４ 回 動 ピ ン ４ ７ ， ４ ８ に 対 し て 回 動 す
る 状 態 で 平 行 状 態 を 保 っ て 第 １ ， ２ 支 持 体 ８ ， ３ １ 上 を Ｚ 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 外 科 処 置 具 １ に お け る 操 作 部 と 処 置 部 間 の リ ン ク 機 構 の 軸 ， ピ ン の 配
置 関 係 に つ い て 、 図 ２ ， １ ３ ， １ ４ ， １ ５ 等 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
上 記 処 置 具 １ の 先 端 側 に 処 置 部 ３ の リ ン ク 機 構 の 連 結 ピ ン 位 置 関 係 が 図 ２ ， １ ３ に 示 さ れ
て い る 。 図 ２ 等 に 示 す よ う に 、 第 １ 処 置 片 １ ２ と 第 ２ 処 置 片 １ ４ は 、 前 述 し た よ う に 第 １
開 閉 枢 支 ピ ン １ ３ に よ っ て 開 閉 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 第 １ 処 置 片 １ ２ の 基 端 側 に は 、 第
１ 枢 支 ピ ン １ １ と 第 ２ 枢 支 ピ ン ２ ０ が 嵌 入 し て い る 。 第 ２ 処 置 片 １ ４ の 基 端 側 に は 、 第 ２
処 置 片 の 脚 部 １ ４ ｂ を 介 し て 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ が 嵌 入 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
上 記 第 １ 処 置 片 １ ２ の 上 記 第 １ 枢 支 ピ ン １ １ に 嵌 入 さ れ る 第 １ 回 動 板 １ ０ は 、 第 １ 支 持 体
８ の す り 割 部 ８ ａ に 回 動 可 能 に 嵌 入 す る 第 １ 枢 支 軸 ９ に 連 結 さ れ る が 、 上 記 第 １ 枢 支 ピ ン
１ １ と 第 １ 枢 支 軸 ９ と の 前 後 方 向 （ Ｚ 方 向 ） の 離 間 距 離 は 、 所 定 の 離 間 距 離 Ａ ３ 　 に 設 定
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
ま た 、 第 ２ 枢 支 ピ ン ２ ０ に 回 動 自 在 に 嵌 入 す る 第 ２ 回 動 板 ２ １ は 、 第 ２ ， ３ 駆 動 棒 ６ ， ７
の 先 端 部 に 回 動 自 在 に 嵌 入 す る 第 １ 回 動 ピ ン ２ ２ 、 お よ び 、 第 ２ 回 動 ピ ン ２ ３ を 介 し て 連
結 さ れ る が 、 上 記 第 ２ 枢 支 ピ ン ２ ０ と 第 １ ， ２ 回 動 ピ ン ２ ２ ， ２ ３ と の 前 後 方 向 （ Ｚ 方 向
） の 離 間 距 離 は 、 上 記 距 離 Ａ ３ 　 と 等 し く 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
さ ら に 、 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 第 １ 連 結 部 材 １ ６ は 、 そ の 基 端 側 が 第
２ 連 結 部 材 １ ８ 側 の 第 ２ 連 結 ピ ン １ ７ に 回 動 自 在 に 嵌 入 し て 連 結 さ れ る が 、 上 記 第 １ 連 結
ピ ン １ ５ と 第 ２ 連 結 ピ ン １ ７ と の 前 後 方 向 （ Ｚ 方 向 ） の 離 間 距 離 は 、 所 定 の 離 間 距 離 Ａ １
　 を 隔 て て 配 置 さ れ て い る 。 こ の 離 間 距 離 Ａ １ 　 は 、 上 記 第 １ 枢 支 ピ ン １ １ と 第 １ 枢 支 軸
９ と の 前 後 方 向 （ Ｚ 方 向 ） の 離 間 距 離 Ａ ３ 　 と 等 し く 設 定 さ れ て い る （ Ａ １ 　 ＝ Ａ ３ 　 ）
。
【 ０ ０ ７ ５ 】
一 方 、 挿 入 部 ２ の 基 端 側 の 操 作 部 ４ の リ ン ク 機 構 の 連 結 ピ ン 位 置 関 係 は 、 上 記 処 置 部 ３ に
対 応 さ せ た 状 態 で 図 ２ ， １ ４ ， １ ５ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
図 ２ 上 で 操 作 部 ４ 側 に 破 線 で 示 さ れ て い る 処 置 片 （ １ ２ ） ， （ １ ４ ） と 第 １ 開 閉 枢 支 ピ ン
（ １ ３ ） 、 お よ び 、 第 １ 連 結 ピ ン （ １ ５ ） は 、 処 置 部 ３ を 挿 入 部 ２ の 先 端 側 か ら 基 端 側 の
相 当 位 置 へ 平 行 移 動 し た 仮 想 状 態 を 示 す 。 す な わ ち 、 本 外 科 用 処 置 具 １ で 処 置 部 ３ に 対 す
る 操 作 部 ４ の 連 動 動 作 上 、 処 置 部 ３ の 第 １ 開 閉 枢 支 ピ ン １ ３ は 、 操 作 部 ４ 側 の 第 ２ 開 閉 枢
支 ピ ン ３ ８ に 相 当 す る 。 ま た 、 処 置 部 ２ の 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ は 、 操 作 部 ４ 側 の 第 ５ 連 結 ピ
ン ４ ９ が 相 当 す る 。 そ の 他 の ピ ン に つ い て も 同 様 に 、 第 １ 枢 支 ピ ン １ １ は 、 操 作 部 側 の 第
３ 枢 支 ピ ン ３ ５ に 相 当 す る 。 第 ２ 枢 支 ピ ン ２ ０ は 、 操 作 部 側 の 第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ に 相 当 す
る 。 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ は 、 操 作 部 側 の 第 ５ 連 結 ピ ン ４ ９ に 相 当 す る 。 第 ３ 連 結 ピ ン １ ９ は
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、 操 作 部 側 の 力 点 軸 ４ ３ ａ に 相 当 す る 。 そ し て 、 第 １ 枢 支 軸 ９ は 、 操 作 部 側 の 第 ２ 枢 支 軸
３ ２ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
操 作 部 ４ に お い て 、 前 述 し た よ う に 上 記 第 １ ハ ン ド ル ３ ７ と 第 ２ ハ ン ド ル ３ ９ と は 、 第 ２
開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ に よ っ て 開 閉 可 能 に 連 結 さ れ て お り 、 第 １ ハ ン ド ル ３ ７ の 端 部 に 上 記 第
３ 枢 支 ピ ン ３ ５ と 第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ と ガ イ ド ピ ン ４ ０ が 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
そ し て 、 上 記 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ の 先 端 側 に 第 ３ 回 動 板 ３ ４ の 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ が 配 置 さ れ て
い る 。 そ の 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ と 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ と は 、 前 後 方 向 （ Ｚ ａ 方 向 ） に 所 定 の 離 間
距 離 Ａ ４ 　 を 隔 て て 設 け ら れ る 。 ま た 、 第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ の 先 端 側 に は 第 ４ 回 動 板 ４ ６ の
第 ３ ， ４ 回 動 ピ ン ４ ７ ， ４ ８ が 配 置 さ れ て お り 、 上 記 第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ と 第 ３ ， ４ 回 動 ピ
ン ４ ７ ， ４ ８ と の 前 後 方 向 （ Ｚ ａ 方 向 ） の 離 間 距 離 は 、 上 記 距 離 Ａ ４ 　 と 同 一 に す る こ と
が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
ま た 、 第 ２ ハ ン ド ル ３ ９ に は 第 ２ 処 置 片 １ ４ の 脚 部 １ ４ ｂ に お け る 第 １ 開 閉 枢 支 ピ ン １ ３
と 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ の 離 間 距 離 と 同 一 の 離 間 距 離 を も っ て 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ に 対 し て
第 ５ 連 結 ピ ン ４ ９ が 配 置 さ れ て い る 。 第 ５ 連 結 ピ ン ４ ９ の 後 方 側 に は 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ と
第 ３ 連 結 ピ ン １ ９ の 離 間 距 離 と 同 一 の 離 間 距 離 を 隔 て て 力 点 軸 ４ ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。
ま た 、 第 ５ 連 結 ピ ン ４ ９ に 対 し て 挿 入 部 側 方 向 に 一 定 の 離 間 距 離 を 隔 て た 位 置 に 第 ４ 連 結
ピ ン ４ ２ が 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ 上 の 挿 入 側 先 端 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
さ ら に 、 第 ５ 連 結 ピ ン ４ ９ は 、 図 ２ に て 破 線 で 示 さ れ る 上 記 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ の 等 価 位 置
に あ っ て 、 第 ５ 連 結 ピ ン ４ ９ の 先 端 側 に は 前 後 方 向 （ Ｚ ａ 方 向 ） の 離 間 距 離 Ａ ２ 　 を 隔 て
て 第 ２ 連 結 ピ ン １ ７ に 対 応 す る 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ の 第 ４ 連 結 ピ ン ４ ２ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
上 記 処 置 部 ３ と 操 作 部 ４ の 間 に は 、 両 者 を 連 結 す る 挿 入 部 の リ ン ク 部 を 構 成 す る 各 支 持 体
と 駆 動 棒 が 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 第 １ 枢 支 軸 ９ と 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ の 間 に は 、 前 後 方
向 の 離 間 距 離 Ｌ ２ 　 を 隔 て て 本 外 科 用 処 置 具 １ の ベ ー ス と な る 一 体 の 第 １ ， ２ 支 持 体 ８ ，
３ １ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
そ し て 、 第 １ 回 動 ピ ン ２ ２ と 第 ３ 回 動 ピ ン ４ ７ の 間 、 お よ び 、 第 ２ 回 動 ピ ン ２ ３ と 第 ４ 回
動 ピ ン ４ ８ の 間 に は 、 そ れ ぞ れ 一 定 の 前 後 方 向 の 離 間 距 離 で 隔 て ら れ た 第 ２ ， ３ 駆 動 棒 ６
， ７ が 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 こ れ ら の 駆 動 棒 ６ ， ７ の 両 回 動 ピ ン 間 の 離 間 距 離 は 、 上 記
離 間 距 離 Ｌ ２ 　 と 同 一 と す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
さ ら に 、 第 ２ 連 結 ピ ン １ ７ と 第 ４ 連 結 ピ ン ４ ２ と の 間 に は 、 第 １ 駆 動 棒 ５ が 配 置 さ れ 、 上
記 連 結 ピ ン 間 の 前 後 方 向 （ Ｚ 方 向 ） の 離 間 距 離 Ｌ １ 　 で 隔 て ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
特 に 、 本 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 １ に お い て は 、 処 置 部 ３ と 操 作 部 ４ と の 間 で 上 記 離 間 距
離 Ｌ １ 　 ＝ Ｌ ２ 　 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 上 述 し た 処 置 部 ３ に お け る 離 間
距 離 Ａ １ 　 ＝ Ａ ３ 　 の 関 係 に 加 え て 、 処 置 部 ３ と 操 作 部 ４ の 間 で の 離 間 距 離 Ａ １ 　 ＝ Ａ ２
　 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 処 置 部 ３ と 操 作 部 ４ の 間 で の 上 記 離 間 距 離 Ａ ３ 　
、 Ａ ４ 　 に つ い て も 離 間 距 離 Ａ ３ 　 ＝ Ａ ４ 　 と な る よ う に 構 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 さ
ら に 、 上 記 以 外 の 処 置 部 ３ と 操 作 部 ４ と の リ ン ク 機 構 で 対 応 す る 部 分 で 第 ２ 処 置 片 １ ４ の
脚 部 １ ４ ｂ の 長 さ と な る 第 １ 開 閉 枢 支 ピ ン １ ３ と 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ の 離 間 距 離 と 、 そ れ に
対 応 す る 操 作 部 ４ 側 の 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ と 第 ５ 連 結 ピ ン ４ ９ の 離 間 距 離 と も 等 し く な
る よ う に 構 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
次 に 、 上 述 し た 構 成 を 有 す る 第 １ の 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 １ の 作 用 を 図 １ ６ ～ ２ ３ 等 を
用 い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ８ ６ 】
な お 、 上 記 図 １ ６ ～ １ ９ は 、 上 記 外 科 処 置 具 の 各 状 態 で の 側 面 図 で あ り 、 そ の う ち 、 図 １
６ は 、 処 置 部 を 水 平 、 か つ 、 真 直 に 保 っ た 状 態 を 示 し 、 図 １ ７ は 、 図 １ ６ の 水 平 状 態 で 処
置 部 を 開 放 し た 状 態 を 示 し 、 図 １ ８ は 、 処 置 部 を 上 方 に 上 げ た 状 態 を 示 し 、 図 １ ９ は 、 図
１ ８ の 状 態 で 処 置 部 を 開 放 し た 状 態 を 示 す 。 図 ２ ０ ， ２ １ は 、 上 記 外 科 処 置 具 の 下 面 図 で
あ っ て 、 そ の う ち 、 図 ２ ０ は 、 処 置 部 を 水 平 に 保 っ た 状 態 を 示 し 、 図 ２ １ は 、 処 置 部 を 水
平 に 保 ち 、 さ ら に 、 右 方 向 （ 図 ２ １ 上 ） に 回 動 さ せ た 状 態 を 示 す 。 図 ２ ２ ， ２ ３ は 、 上 記
外 科 処 置 具 の 平 面 図 で あ っ て 、 そ の う ち 、 図 ２ ２ は 、 処 置 部 を 水 平 に 保 っ た 状 態 を 示 し 、
図 ２ ３ は 、 処 置 部 を 水 平 に 保 ち 、 か つ 、 左 方 に 回 動 さ せ た 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
本 実 施 形 態 の 外 科 処 置 具 １ に お い て 、 ま ず 、 図 １ ６ に 示 す 水 平 状 態 か ら 第 １ ハ ン ド ル 部 材
３ ７ を 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ を 中 心 と し て 下 方 向 に 回 動 角 α ａ だ け 回 動 さ せ る と 、 第 ２ 駆 動 棒
６ お よ び 第 ３ 駆 動 棒 ７ が 第 １ 駆 動 棒 ５ と 連 動 し て 前 後 に 進 退 す る 。 そ の 結 果 、 第 １ 処 置 片
１ ２ お よ び 第 ２ 処 置 片 １ ４ が 回 動 角 α ａ に 等 し い 回 動 角 β ａ だ け 上 方 に 回 動 し て 引 き 起 こ
さ れ る 。 す な わ ち 、 図 １ ６ に 示 さ れ る 操 作 部 ４ を 水 平 状 態 か ら 図 １ ８ に 示 さ れ る 下 方 に 回
動 角 α ａ ＝ ９ ０ ° だ け 回 動 操 作 す る と 、 処 置 部 ３ が 上 方 に 回 動 角 β ａ ＝ ９ ０ ° だ け 回 動 す
る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
ま た 、 図 ２ １ に 示 す よ う に 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ を 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ を 中 心 と し て 左 方 向 に
回 動 角 α ｃ だ け 回 動 さ せ る と 、 第 ２ 駆 動 棒 ６ お よ び 第 ３ 駆 動 棒 ７ が 相 互 に 前 後 に 進 退 す る
。 結 果 と し て 、 第 １ 処 置 片 １ ２ お よ び 第 ２ 処 置 片 １ ４ が 一 体 で 回 動 角 α ｃ に 等 し い 回 動 角
β ｃ だ け 右 方 向 に 回 動 さ れ る 。 す な わ ち 、 処 置 部 ３ お よ び 操 作 部 ４ が 左 右 中 立 状 態 （ 図 ２
０ ， ２ ２ ） か ら 操 作 部 ４ が 左 側 （ 図 ２ ３ で は 、 右 側 ） に 回 動 操 作 さ れ る と 、 図 ２ １ に 示 さ
れ る よ う に 処 置 部 ３ が 右 側 （ 図 ２ ３ で は 左 側 ） に 回 動 す る 。 な お 、 実 際 に は 左 右 中 立 で あ
る 状 態 か ら 左 右 方 向 に そ れ ぞ れ α ｃ ＝ ６ ０ ° ず つ の 範 囲 の 回 動 操 作 が 可 能 で あ る 。 な お 、
上 下 の α ａ 方 向 と 上 記 左 右 の α ｃ 方 向 と の 回 動 操 作 は 、 任 意 に 組 み 合 わ せ て 操 作 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
上 記 の 任 意 の 回 動 状 態 に お い て 、 さ ら に 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ 上 に 設 置 さ れ た 第 ２ 開 閉
枢 支 ピ ン ３ ８ 周 り に 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３ ９ の み を 開 閉 回 動 操 作 す る こ と に よ っ て 、 第 ５ 連
結 部 材 ４ ４ ， 力 点 軸 ４ ３ ａ を 介 し て 第 ３ 連 結 部 材 ４ １ が 前 後 に 移 動 す る の で 、 第 １ 駆 動 棒
５ が 前 後 に 進 退 す る 。 上 記 第 １ 駆 動 棒 ５ の 進 退 移 動 に よ っ て 、 第 ２ 連 結 部 材 １ ８ 、 第 １ 連
結 部 材 １ ６ が 進 退 移 動 し 、 第 １ 処 置 片 １ ２ 上 に 設 け ら れ た 第 １ 開 閉 枢 支 ピ ン １ ３ ま わ り に
第 ２ 処 置 片 １ ４ が 開 閉 回 動 す る 。 結 果 と し て 、 図 １ ７ 、 ま た は 、 １ ９ に 示 す よ う に 第 ２ ハ
ン ド ル 部 材 ３ ９ の 任 意 の 開 放 回 動 角 α ｂ の 回 動 操 作 に よ り 第 ２ 処 置 片 １ ４ が 第 １ 処 置 片 に
対 し て 上 記 角 度 α ｂ の 方 向 と 等 し い 方 向 の 開 放 回 動 角 β ｂ だ け 開 放 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 外 科 処 置 具 １ に お け る 上 記 操 作 部 ４ の 左 右 の α ｃ 方 向 の 回 動 時 の ハ ン
ド ル 部 回 り の 干 渉 回 避 状 態 に つ い て 、 図 ２ ４ ～ ２ ７ 等 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
な お 、 図 ２ ４ は 、 上 記 外 科 処 置 具 に て 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 水 平 方 向 の Ｚ 方 向 に 沿 っ た 状 態
で 、 か つ 、 下 方 に 回 動 さ せ 、 処 置 部 を 上 方 に 立 ち 上 げ た と き の 操 作 部 ま わ り の 平 面 図 で あ
る 。 図 ２ ５ は 、 図 ２ ４ の 状 態 か ら 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 右 方 向 に 最 大 回 動 角 回 動 さ せ た 状 態
の 操 作 部 ま わ り の 平 面 図 で あ る 。 図 ２ ６ は 、 上 記 外 科 処 置 具 に お い て 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材
を 水 平 方 向 の Ｚ 方 向 に 沿 っ た 真 直 状 態 に 保 ち 、 処 置 部 が 水 平 位 置 に あ る と き の 操 作 部 ま わ
り の 平 面 図 で あ り 、 図 ２ ７ は 、 図 ２ ６ の 状 態 か ら 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 右 方 向 に 最 大 回 動 角
回 動 さ せ た 状 態 の 操 作 部 ま わ り の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
本 実 施 形 態 の 外 科 処 置 具 １ の 操 作 部 ３ に お い て は 、 第 ２ ハ ン ド ル ３ ９ を 回 動 可 能 に 支 持 す
る た め の 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ と 第 １ 連 結 部 材 ４ １ を 駆 動 す る た め の 第 ５ 連 結 ピ ン ４ ９ が
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、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ の 幅 方 向 の 外 方 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 図 ２ ５ ， ２
７ に 示 さ れ る よ う に 操 作 部 ４ を 下 方 に 下 げ た と き 、 あ る い は 、 水 平 の 真 直 状 態 で 操 作 部 ４
を 左 方 、 ま た は 、 右 方 に 回 動 さ せ た と き に 、 上 記 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ や 第 ５ 連 結 ピ ン ４
９ や そ れ を 支 持 す る サ イ ド ベ ー ス ３ ７ ｃ ， 第 ２ ハ ン ド ル ３ ９ な ど が 挿 入 部 ２ の 第 ２ 支 持 体
３ １ 等 の 基 端 部 に 干 渉 し な い よ う に す る 必 要 が あ る 。 そ の た め に 本 実 施 形 態 で は 、 操 作 部
４ の そ れ ぞ れ 一 対 の サ イ ド ベ ー ス ３ ７ ｃ ， 第 ２ ハ ン ド ル ３ ９ の 幅 方 向 の 間 隔 を サ ポ ー ト ３
７ ｂ を 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ に 挟 ん で 組 み 付 け る こ と に よ り 、 必 要 最 小 限 だ け 広 げ た 内 幅
寸 法 Ｄ ０ 　 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
し た が っ て 、 図 ２ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ を 下 方 向 に 下 げ た 状 態 で 右
方 向 （ ま た は 、 左 方 向 ） の 限 界 と な る 最 大 回 動 角 α ｃ ｍ ａ ｘ 　 （ 例 え ば 、 ６ ０ ° ） ま で 回
動 さ せ た 場 合 、 挿 入 部 ２ の 基 端 部 に 操 作 部 ４ の サ イ ド ベ ー ス 先 端 縁 辺 ３ ７ ｅ や 第 ２ ハ ン ド
ル 先 端 縁 辺 ３ ９ ｅ 等 が 干 渉 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
さ ら に 、 図 ２ ６ に 示 す 処 置 部 を 水 平 に し た 状 態 で あ っ て 操 作 部 ４ の 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７
を 水 平 に 保 ち 、 か つ 、 右 方 向 （ ま た は 、 左 方 向 ） の 限 界 と な る 最 大 回 動 角 α ｃ ｍ ａ ｘ 　 ま
で 回 動 さ せ た と き も 同 様 に 上 記 内 幅 寸 法 Ｄ ０ 　 が 確 保 さ れ て い る こ と か ら 、 図 ２ ７ に 示 す
よ う に 同 様 に 挿 入 部 ２ の 基 端 部 に 操 作 部 ４ の サ イ ド ベ ー ス 先 端 縁 辺 ３ ７ ｅ や 第 ２ ハ ン ド ル
先 端 縁 辺 ３ ９ ｅ 等 が 干 渉 す る こ と が な い 。 な お 、 上 記 最 大 回 動 角 α ｃ ｍ ａ ｘ 　 の 左 右 回 動
で は 、 第 ２ 指 示 部 材 ３ １ の 操 作 部 側 の 基 端 部 の 稜 線 と 、 第 １ ハ ン ド ル ３ ７ の 第 ３ 枢 支 ピ ン
３ ５ 周 囲 の 稜 線 と が 当 接 し 、 操 作 部 ４ の 回 動 が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 本 第 １ 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 １ に よ れ ば 、 処 置 部 ３ の 開 閉 の た め
の リ ン ク 構 成 を 操 作 部 ４ 側 に 平 行 移 動 さ せ た 構 成 を 採 用 す る た め 、 操 作 部 ４ の 任 意 の 回 動
姿 勢 に お い て 、 操 作 部 ４ の 操 作 姿 勢 に 倣 っ て 駆 動 さ れ る 処 置 部 ３ 側 に は 、 操 作 部 ４ の 開 閉
操 作 力 が 効 率 よ く 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 場 合 、 上 記 操 作 部 ４ を 左 右 の 最 大 回 動 角 ま で 回 動 さ せ た と き で も 挿
入 部 ２ の 基 端 部 と ハ ン ド ル 部 材 ま わ り と が 干 渉 し な い よ う に 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ の サ イ
ド ベ ー ス ３ ７ ｃ ， 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 ３ ９ の 幅 が 必 要 最 小 限 寸 法 に 設 定 さ れ て お り 、 操 作 部
４ の 大 型 化 を 回 避 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 用 に つ い て 、 図 ２ ８ ～ ３ ７ を 用 い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ９ ８ 】
図 ２ ８ は 、 上 記 外 科 用 処 置 具 の 全 体 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ ９ は 、 上 記 外 科 用 処
置 具 の リ ン ク 構 成 を 示 す 模 式 線 図 で 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ ０ は 、 上 記 外 科 用 処
置 具 の 処 置 部 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ １ は 、 上 記 処 置 部 を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図
で あ る 。 図 ３ ２ は 、 上 記 処 置 部 の 開 放 状 態 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ ３ は 、 上 記
外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ ４ は 、 上 記 操 作 部 の 第 ２ ハ ン ド
ル 部 材 お よ び ガ ー ド を 外 し た 状 態 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ ５ は 、 上 記 操 作 部 の
第 １ ， ２ ハ ン ド ル 部 材 お よ び ガ ー ド を 外 し た 状 態 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ ６ は
、 上 記 操 作 部 を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ ７ は 、 上 記 操 作 部 の 第 １ ， ２ ハ ン ド ル 部
材 お よ び ガ ー ド を 外 し た 状 態 を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
本 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 １ ０ １ は 、 前 記 第 １ の 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 １ と 同 様 に 内 視
鏡 下 外 科 手 術 に 適 用 さ れ る 多 自 由 度 鉗 子 装 置 で あ り 、 図 ２ ８ に 示 す よ う に 体 内 に 挿 通 さ れ
る 挿 入 部 ２ と 、 挿 入 部 ２ の 先 端 側 に 配 置 さ れ 、 縫 合 ， 結 紮 を 行 う た め の 鉗 子 部 と な る 処 置
部 １ ０ ３ と 、 挿 入 部 ２ の 基 端 側 に 配 置 さ れ 、 処 置 部 を リ ン ク 機 構 を 介 し て 操 作 す る た め の
第 １ ， 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ７ ， １ ３ ９ を 備 え た 操 作 部 １ ０ ４ と を 有 し て な る 。
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【 ０ １ ０ ０ 】
上 記 外 科 用 処 置 具 １ ０ １ は 、 前 記 第 １ の 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 １ に 対 し て リ ン ク 機 構 の
一 部 が 異 な る も の で あ っ て 、 以 下 、 異 な る 部 分 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 第 １ の 実 施 形 態
と 同 一 の 構 成 要 素 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
上 記 外 科 用 処 置 具 １ ０ １ の 処 置 部 １ ０ ３ に は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 処 置 部 ３ に 適 用 し た 第 ３
連 結 ピ ン １ ９ （ 図 ３ ） が 存 在 し な い 。 し た が っ て 、 図 ３ ０ ， ３ １ に 示 す よ う に 第 ２ 処 置 片
１ ４ の 基 端 側 は 、 回 動 自 在 な 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ を 介 し て 第 １ 連 結 部 材 １ １ ６ に 連 結 さ れ 、
第 １ 連 結 部 材 １ １ ６ の 基 端 側 に 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ と 垂 直 方 向 の 回 動 自 在 な 第 ２ 連 結 ピ ン １
７ を 介 し て 第 ２ 連 結 部 材 １ １ ８ が 連 結 さ れ る 。 そ し て 、 上 記 第 ２ 連 結 部 材 １ １ ８ の 基 端 側
は 、 直 接 、 第 １ 駆 動 棒 ５ に 固 着 さ れ 、 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
一 方 、 本 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 １ ０ １ の 操 作 部 １ ０ ４ に は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 処 置 具 １
の 操 作 部 ４ に 適 用 し た 第 ５ 連 結 ピ ン ４ ９ 、 第 ５ 連 結 部 材 ４ ４ （ 図 ７ ） が 存 在 し な い 。 そ し
て 、 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ９ 上 に 力 点 軸 １ ４ ３ ａ を 有 す る 第 ４ 連 結 部 材 １ ４ ３ を 固 着 し て
配 置 し 、 上 記 力 点 軸 １ ４ ３ ａ が 第 ３ 連 結 部 材 １ ４ １ に 係 合 し て い る 。 さ ら に 、 本 操 作 部 １
０ ４ に は 、 第 １ 実 施 形 態 の 操 作 部 ４ に 適 用 し た ク レ ー ド ル ５ ０ お よ び そ の 周 辺 に 配 さ れ る
嵌 合 穴 や グ ル ー ブ 等 の 関 連 部 分 も 存 在 し な い 。 し た が っ て 、 第 ３ 回 動 板 １ ３ ４ 、 第 ４ 回 動
板 １ ４ ６ 、 第 ３ 連 結 部 材 １ ４ １ が 図 ３ ４ ， ３ ６ に 示 す よ う に 簡 単 な 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
以 下 、 上 記 操 作 部 １ ０ ４ の 詳 細 な 構 成 に つ い て 説 明 す る と 、 上 記 操 作 部 １ ０ ４ は 、 図 ３ ３
等 に 示 す よ う に 、 主 に 回 動 操 作 片 で あ る 第 １ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ７ と 、 開 閉 操 作 片 で あ る 第
２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ９ と 、 第 ３ ， ４ 回 動 板 １ ３ ４ ， １ ４ ６ と 、 第 ３ ， ４ 連 結 部 材 １ ４ １ ，
１ ４ ３ と 、 ４ つ の 保 護 部 材 で あ る 第 １ ， ２ ， ３ ， ４ ガ ー ド １ ６ １ ， １ ６ ２ ， １ ６ ３ ， １ ６
４ と を 有 し て な る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
上 記 第 １ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ７ に は 、 術 者 が 操 作 時 に 親 指 、 薬 指 、 お よ び 、 小 指 を 把 持 す る
こ と に 好 適 な 形 状 を 成 す 第 １ グ リ ッ プ ３ ７ ａ が 設 け ら れ る 。 ま た 、 上 記 第 １ ハ ン ド ル 部 材
１ ３ ７ の 両 幅 側 方 に は 、 一 対 の サ イ ド ベ ー ス １ ３ ７ ｃ が 第 ２ 支 持 体 ３ １ の 軸 心 で あ る Ｚ 軸
に 対 し て 対 称 位 置 に サ ポ ー ト 部 材 ３ ７ ｂ を 介 し て 離 間 し た 状 態 で 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
上 記 サ イ ド ベ ー ス １ ３ ７ ｃ の 一 端 部 に は 、 操 作 部 開 閉 枢 支 軸 で あ る 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８
が 固 着 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ は 、 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ （ Ｘ ０ 　 軸 ） と 平 行
で あ り 、 そ の 軸 心 は 、 後 述 す る 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ の 軸 心 か ら 所 定 距 離 離 間 し た 位 置 に あ る
。
【 ０ １ ０ ６ 】
ま た 、 上 記 第 １ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ７ の 内 側 に は 、 挿 入 部 ２ 側 端 部 の 上 記 ハ ン ド ル 部 材 の 延
出 方 向 に 傾 斜 し た 位 置 に 第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ ， 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ が 挿 通 し て 配 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
さ ら に 、 上 記 第 １ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ７ の 内 部 に は 、 第 ３ 回 動 板 １ ３ ４ を 中 心 に し て 上 方 側
に 第 ４ 回 動 板 １ ４ ６ 、 下 方 側 に 第 ３ 連 結 部 材 １ ４ １ が そ れ ぞ れ 幅 方 向 が 規 制 さ れ て 配 置 さ
れ て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
上 記 第 ３ 回 動 板 １ ３ ４ は 、 挿 入 部 ２ に 対 し て 上 下 方 向 （ Ｙ 方 向 ） が 規 制 さ れ 、 か つ 、 第 ２
支 持 体 ３ １ の 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ （ Ｙ ０ 　 軸 ） に 対 し て 回 動 可 能 で あ る 。 そ し て 、 上 記 第 ３ 回
動 板 １ ３ ４ を 中 心 に し て 第 ４ 回 動 板 １ ４ ６ 、 第 ３ 連 結 部 材 １ ４ １ が そ れ ぞ れ Ｚ ａ 方 向 、 か
つ 、 Ｙ 方 向 に 移 動 可 能 な 状 態 で 配 置 さ れ て い る 。 上 記 第 ４ 回 動 板 １ ４ ６ ， 第 ３ 回 動 板 １ ３
４ ， ３ 連 結 部 材 １ ４ １ に は 、 上 記 第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ ， 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ （ Ｘ ０ 　 軸 ） ， 後
述 す る 力 点 軸 １ ４ ３ ａ が Ｚ ａ 方 向 と 垂 直 な 方 向 に 沿 っ て そ れ ぞ れ 嵌 入 し て い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
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し た が っ て 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ７ は 、 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ （ Ｘ ０ 　 軸 ） を 中 心 に 第 １ の
回 動 方 向 で あ る 上 下 の 回 動 方 向 （ 回 動 角 α ａ 方 向 ） に 回 動 操 作 可 能 で あ り 、 か つ 、 操 作 部
回 動 枢 支 軸 で あ る 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ （ Ｙ ０ 　 軸 ） を 中 心 に 第 ２ の 回 動 方 向 の 左 右 回 動 方 向 （
回 動 角 α ｃ 方 向 ） に 回 動 操 作 可 能 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
上 記 サ イ ド ベ ー ス １ ３ ７ ｃ は 、 前 述 し た よ う に 複 数 の サ ポ ー ト ３ ７ ｂ を 介 し て 第 １ ハ ン ド
ル 部 材 １ ３ ７ に 固 着 さ れ る が 、 そ の 内 幅 寸 法 Ｄ １ 　 は 、 後 述 す る よ う に 挿 入 部 ２ の 基 端 部
と 干 渉 す る こ と な く 、 操 作 部 １ ０ ４ の 所 定 の 左 ， 右 方 向 回 動 角 α ｃ を 許 容 す る 必 要 最 小 幅
に な っ て い る （ 図 ３ ８ ， ３ ９ ） 。
【 ０ １ １ １ 】
上 記 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ９ は 、 サ ポ ー ト ３ ９ ｂ を 介 し て 固 着 さ れ る 第 ２ グ リ ッ プ 部 ３ ９
ａ を 有 し て い る 。 こ の 第 ２ グ リ ッ プ 部 ３ ９ ａ は 、 術 者 が 操 作 時 に 人 差 し 指 を 中 指 を 用 い て
操 作 す る こ と に 好 適 な 形 状 を 成 し て い る 。
【 ０ １ １ ２ 】
そ し て 、 上 記 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ９ は 、 サ イ ド ベ ー ス １ ３ ７ ｃ の 外 側 に 接 し た 状 態 で 第
２ 支 持 体 ３ １ （ Ｚ ０ 　 軸 ） の 幅 方 向 に 対 称 位 置 に 一 対 の 状 態 で 取 り 付 け ら れ 、 か つ 、 サ イ
ド ベ ー ス １ ３ ７ ｃ 側 の 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ に 嵌 入 し て 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ３ 】
し た が っ て 、 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ９ は 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ７ に 対 し て 第 ２ 開 閉 枢 支
ピ ン ３ ８ を 中 心 に 上 記 第 １ の 回 動 方 向 と 同 方 向 （ 回 動 角 α ｂ 方 向 ） の 開 閉 回 動 操 作 が 可 能
と な る 。 な お 、 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ９ の 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ ま わ り の 先 端 縁 辺 １ ３ ９
ｅ は 、 サ イ ド ベ ー ス １ ３ ７ ｃ の 先 端 縁 辺 １ ３ ７ ｅ と 一 致 す る 形 状 を 有 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
ま た 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ７ と 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ９ の 間 に は 、 各 相 対 開 閉 位 置 に ク
リ ッ ク 保 持 す る た め の ラ チ ェ ッ ト 手 段 と 両 ハ ン ド ル 部 材 を 開 放 方 向 に 付 勢 す る 開 放 バ ネ 手
段 が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
さ ら に 、 一 対 の 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ９ の 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ の 位 置 か ら 所 定 距 離 離 間
し た 位 置 に 一 対 の 第 ４ 連 結 部 材 １ ４ ３ が 内 側 に 対 向 し て 固 着 さ れ て い る 。 こ の 第 ４ 連 結 部
材 １ ４ ３ に は 、 そ の 両 内 側 面 に 力 点 軸 １ ４ ３ ａ が 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
上 記 第 ３ 回 動 板 １ ３ ４ は 、 図 ３ ５ ， ３ ７ に 示 す よ う に 挿 入 部 ２ 側 端 部 に て 第 ２ 支 持 体 ３ １
の 基 端 側 す り 割 り 部 に 嵌 入 す る 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ （ Ｙ ０ 　 軸 ） に 回 動 可 能 に 貫 通 し て 連 結 さ
れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
さ ら に 、 上 記 第 ３ 回 動 板 １ ３ ４ に は 、 前 述 し た よ う に 第 １ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ７ 側 の 第 ３ 枢
支 ピ ン ３ ５ が Ｚ ａ 方 向 と 垂 直 な 方 向 に 回 動 可 能 に 貫 通 し て い る 。 な お 、 上 記 第 ３ 枢 支 ピ ン
３ ５ と 上 記 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ と の Ｚ ａ 方 向 の 離 間 距 離 は 、 所 定 の 距 離 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
上 記 第 ４ 回 動 板 １ ４ ６ に は 、 図 ３ ５ ， ３ ７ に 示 す よ う に そ の 挿 入 部 ２ 側 端 部 に 設 け ら れ る
す り 割 り 部 に Ｙ 方 向 に 貫 通 す る ２ つ の 第 ３ ， ４ 回 動 ピ ン ４ ７ ， ４ ８ が 固 着 さ れ て い る 。 な
お 、 上 記 第 ３ ， ４ 回 動 ピ ン ４ ７ ， ４ ８ に は 、 そ れ ぞ れ 第 ２ ， ３ 駆 動 棒 ６ ， ７ の 基 端 部 が 回
動 自 在 に 嵌 合 し て 連 結 さ れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
さ ら に 、 上 記 第 ４ 回 動 板 １ ４ ６ に は 、 前 述 し た よ う に 第 １ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ７ 側 の 第 ４ 枢
支 ピ ン ４ ５ が Ｚ ａ 方 向 と 垂 直 な 方 向 ） に 沿 っ 回 動 可 能 な 状 態 で 貫 通 し て い る 。 な お 、 上 記
第 ３ ， ４ 回 動 ピ ン ４ ７ ， ４ ８ と 上 記 第 ４ 枢 支 ピ ン ４ ５ と の Ｚ ａ 方 向 の 離 間 距 離 は 、 所 定 の
距 離 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
上 記 第 ３ 連 結 部 材 １ ４ １ に は 、 図 １ １ ， １ ２ に 示 す よ う に そ の 挿 入 部 ２ 側 端 部 に 設 け ら れ
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る す り 割 り 部 に て 第 ４ 連 結 ピ ン ４ ２ が Ｙ 方 向 に 貫 通 し て い る 。 な お 、 上 記 第 ４ 連 結 ピ ン ４
２ に は 、 そ れ ぞ れ 第 １ 駆 動 棒 ５ の 基 端 部 が 回 動 自 在 に 嵌 合 し て 連 結 さ れ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
さ ら に 、 上 記 第 ３ 連 結 部 材 １ ４ １ に は 、 Ｚ ａ 方 向 と 垂 直 な 方 向 の 力 点 軸 軸 受 け 孔 １ ４ １ ｃ
が 設 け ら れ て い る 。 上 記 力 点 軸 軸 受 け 孔 １ ４ １ ｃ に は 、 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ９ に 支 持 さ
れ る 力 点 軸 １ ４ ３ ａ が 回 動 可 能 な 状 態 で 挿 通 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
上 記 第 １ ， ２ ガ ー ド １ ６ １ ， １ ６ ２ は 、 図 ３ ３ ， ３ ６ に 示 す よ う に 基 端 側 に 切 り 欠 き 部 が
形 成 さ れ て い る 部 材 で あ っ て 、 第 ２ 支 持 体 ３ １ に 固 着 さ れ 、 挿 入 部 ２ に 対 す る 第 １ ハ ン ド
ル 部 材 １ ３ ７ の 左 右 方 向 の 操 作 回 動 角 α ｃ の 所 定 の 動 作 範 囲 を 上 記 切 り 欠 き 部 に よ っ て 許
容 し 、 か つ 、 挿 入 部 ２ を 保 護 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
上 記 第 ３ ， ４ ガ ー ド １ ６ ３ ， １ ６ ４ は 、 図 ３ ３ ， ３ ６ に 示 す よ う に そ れ ぞ れ 第 １ ハ ン ド ル
部 材 １ ３ ７ に 固 着 さ れ 、 挿 入 部 ２ に 対 す る 第 １ ハ ン ド ル 部 材 ３ ７ の 上 下 方 向 の 操 作 回 動 角
α ａ を 所 定 の 動 作 範 囲 に 規 制 し 、 か つ 、 挿 入 部 ２ を 保 護 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
こ こ で 、 上 述 し た 外 科 処 置 具 １ ０ １ に お け る 操 作 部 と 処 置 部 の リ ン ク 機 構 の 軸 ， ピ ン の 配
置 関 係 に つ い て 図 ２ ９ を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
本 外 科 処 置 具 １ ０ １ に お い て も 前 記 外 科 処 置 具 １ の 場 合 と 同 様 に 第 ２ 連 結 ピ ン １ ７ と 第 ４
連 結 ピ ン ４ ２ と の 前 後 方 向 （ Ｚ 方 向 ） の 離 間 距 離 Ｌ １ 　 と 、 第 １ 枢 支 軸 ９ と 第 ２ 枢 支 軸 ３
２ と の 前 後 方 向 （ Ｚ 方 向 ） の 離 間 距 離 Ｌ ２ 　 と は 、 互 い に 等 し く な る よ う に 構 成 さ れ て い
る （ Ｌ １ 　 ＝ Ｌ ２ 　 ） 。
【 ０ １ ２ ６ 】
さ ら に 、 処 置 部 １ ０ ３ 側 に お い て 、 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ と 第 ２ 連 結 ピ ン １ ７ の 前 後 方 向 （ Ｚ
方 向 ） の 離 間 距 離 Ａ １ 　 と 、 第 １ 枢 支 ピ ン １ １ と 第 １ 枢 支 軸 ９ と の 前 後 方 向 の 離 間 距 離 Ａ
３ 　 と は 、 互 い に 等 し く な る よ う に 構 成 さ れ て い る （ Ａ １ 　 ＝ Ａ ３ 　 ） 。
【 ０ １ ２ ７ 】
ま た 、 上 記 処 置 部 １ ０ ３ 側 の 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ と 第 ２ 連 結 ピ ン １ ７ の 前 後 方 向 の 前 後 方 向
の 離 間 距 離 Ａ １ 　 と 、 そ れ に 対 応 す る 操 作 部 １ ０ ４ 側 の 第 ４ 連 結 ピ ン ４ ２ と 力 点 軸 １ ４ ３
ａ と の 前 後 方 向 の 離 間 距 離 Ａ ２ 　 と も 等 し く な る よ う に 構 成 さ れ て い る （ Ａ １ 　 ＝ Ａ ２ 　
） 。
【 ０ １ ２ ８ 】
ま た 、 操 作 部 １ ０ ４ 側 の 第 ２ 枢 支 軸 ３ ２ と 第 ３ 枢 支 ピ ン ３ ５ の 離 間 距 離 Ａ ４ 　 は 、 処 置 部
１ ０ ３ 側 の 上 記 離 間 距 離 Ａ ３ 　 と 等 し く な る よ う に 構 成 さ れ る こ と が 望 ま し い （ Ａ ４ 　 ＝
Ａ ３ 　 ） 。
【 ０ １ ２ ９ 】
さ ら に 、 上 記 以 外 の 処 置 部 １ ０ ３ と 操 作 部 １ ０ ４ と の リ ン ク 機 構 で 対 応 す る 部 分 で あ っ て
、 第 ２ 処 置 片 １ ４ の 脚 部 １ ４ ｂ の 長 さ と な る 第 １ 開 閉 枢 支 ピ ン １ ３ と 第 １ 連 結 ピ ン １ ５ の
離 間 距 離 に 対 し て 、 そ れ に 対 応 す る 操 作 部 １ ０ ４ 側 の 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ と 力 点 軸 １ ４
３ ａ と の 離 間 距 離 も 等 し く な る よ う に 構 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ １ ３ ０ 】
上 述 し た 構 成 を 有 す る 本 第 ２ 実 施 形 態 の 外 科 処 置 具 １ ０ １ に お い て も 第 １ 実 施 形 態 の 場 合
と 同 様 に 操 作 部 １ ０ ４ の 第 １ ， ２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ７ ， １ ３ ９ を 一 体 の 状 態 で 上 ， 下 方 向
（ 回 動 角 α ａ 方 向 ） 、 ま た は 、 左 ， 右 方 向 （ 回 動 角 α ｃ 方 向 ） に 回 動 操 作 す る と 、 処 置 部
１ ０ ３ の 第 １ ， ２ 処 置 片 １ ２ ， １ ４ が 下 ， 上 方 向 （ 回 動 角 β ａ 方 向 ） 、 ま た は 、 右 ， 左 方
向 （ 回 転 角 β ｃ 方 向 ） に 略 同 角 度 だ け 回 動 駆 動 さ れ る 。 さ ら に 、 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ９
を 第 １ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ７ に 対 し て 開 閉 方 向 （ 回 動 角 α ｂ 方 向 ） に 回 動 さ せ る と 、 処 置 部
１ ０ ３ の 第 ２ 処 置 片 １ ４ が 第 １ 処 置 片 １ ２ に 対 し て 開 閉 駆 動 さ れ る 。
【 ０ １ ３ １ 】
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本 第 ２ の 実 施 形 態 の 外 科 処 置 具 １ ０ １ で は 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 の も の と 比 較 し て 上 下 回 動
の 範 囲 （ 回 動 角 α ａ の 範 囲 ） が 若 干 制 約 さ れ る 。 す な わ ち 、 図 ３ ０ ， ３ ３ に 示 さ れ る 状 態
が 処 置 部 １ ０ ３ と 操 作 部 １ ０ ４ の 上 下 回 動 の 最 大 屈 曲 姿 勢 と な る 。 具 体 的 に は 上 下 方 向 回
動 の 範 囲 は 、 処 置 部 １ ０ ３ と 操 作 部 １ ０ ４ と が 挿 入 部 ２ と 水 平 と な る 状 態 （ 回 動 角 α ａ ＝
０ ° ） か ら 、 上 記 図 ３ ０ ， ３ ３ に 示 さ れ る よ う に 処 置 部 １ ０ ３ と 操 作 部 １ ０ ４ と が 挿 入 部
２ に 対 し て 回 動 角 α ａ ＝ ６ ０ ° を 成 す 範 囲 と な る 。 こ れ は 、 前 述 し た よ う に 処 置 部 １ ０ ３
で は 、 第 １ 実 施 形 態 に お け る 第 ３ 連 結 ピ ン １ ９ を 除 い て 構 成 し た こ と に よ り 、 第 １ ， ２ 連
結 部 材 １ １ ６ ， １ １ ８ が 第 １ 支 持 体 ８ と 干 渉 し 、 第 ２ 処 置 片 １ ４ の 回 動 が 規 制 さ れ る か ら
で あ る 。 し か し 、 左 右 方 向 の 回 動 範 囲 （ 回 動 角 α ｃ ） は 、 損 な わ れ て い な い た め 、 本 実 施
形 態 の 外 科 用 手 術 処 置 具 １ ０ １ は 、 前 記 第 １ の 実 施 形 態 の も の と 略 同 等 に 使 用 す る こ と が
可 能 で あ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 外 科 処 置 具 １ ０ １ で は 、 操 作 部 １ ０ ４ を 左 右 方 向 に 回 動 操 作 し た 場 合
、 例 え ば 、 処 置 部 １ ０ ３ の 第 １ ， ２ 処 置 片 １ ２ ， １ ４ を 上 方 に 回 動 角 α ａ ＝ ６ ０ ° 立 ち 上
げ た 状 態 、 お よ び 、 水 平 に 保 っ た 状 態 で 操 作 部 １ ０ ４ を 左 右 に 回 動 操 作 し た 場 合 、 第 １ ハ
ン ド ル 部 材 １ ３ ７ の サ イ ド ベ ー ス １ ３ ７ ｃ ， 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ ， 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 １
３ ９ が 挿 入 部 ２ の 基 端 部 に 干 渉 す る こ と が な い 必 要 最 小 寸 法 で あ る 内 幅 寸 法 Ｄ １ 　 に 上 記
サ イ ド ベ ー ス １ ３ ７ ｃ の 内 幅 が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
図 ３ ８ は 、 上 記 外 科 処 置 具 １ ０ １ に て 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 左 右 に 回 動 さ せ な い 状 態 で 、 か
つ 、 下 方 に 下 げ て 処 置 部 を 上 方 に 立 ち 上 げ た と き の 操 作 部 ま わ り の 平 面 図 で あ る 。 図 ３ ９
は 、 図 ３ ８ の 状 態 か ら 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 右 方 向 に 最 大 回 動 角 回 動 さ せ た 状 態 の 操 作 部 ま
わ り の 平 面 図 で あ る 。 図 ４ ０ は 、 上 記 外 科 処 置 具 に お い て 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 水 平 方 向
の Ｚ 方 向 に 沿 っ た 真 直 状 態 に 保 ち 、 処 置 部 が 水 平 位 置 に あ る と き の 操 作 部 ま わ り の 平 面 図
で あ り 、 図 ４ １ は 、 図 ４ ０ の 状 態 か ら 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 右 方 向 に 最 大 回 動 角 回 動 さ せ た
状 態 の 操 作 部 ま わ り の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
上 記 図 ３ ８ に 示 す 操 作 部 １ ０ ４ を 下 げ た 状 態 か ら 最 大 回 動 角 α ｃ ｍ ａ ｘ 　 （ 例 え ば 、 ６ ０
° ） だ け 右 方 向 に 回 動 さ せ た 場 合 、 図 ３ ９ に 示 す よ う に 挿 入 部 ２ の 第 ２ 支 持 体 ３ １ 等 に サ
イ ド ベ ー ス １ ３ ７ ｃ の 先 端 縁 辺 １ ３ ７ ｅ や 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ９ の 先 端 縁 辺 １ ３ ９ ｅ や
第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ が 干 渉 す る こ と が な い 。
【 ０ １ ３ ５ 】
同 様 に 図 ４ ０ に 示 す 操 作 部 １ ０ ４ を 水 平 に 保 っ た 状 態 か ら 最 大 回 動 角 α ｃ ｍ ａ ｘ 　 （ 例 え
ば 、 ６ ０ ° ） だ け 右 方 向 に 回 動 さ せ た 場 合 、 図 ４ １ に 示 す よ う に 挿 入 部 ２ の 第 ２ 支 持 体 ３
１ 等 に サ イ ド ベ ー ス １ ３ ７ ｃ の 縁 辺 １ ３ ７ ｅ や 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 １ ３ ９ の 縁 辺 １ ３ ９ ｅ や
第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン ３ ８ が 干 渉 す る こ と が な い 。
【 ０ １ ３ ６ 】
な お 、 上 記 操 作 部 １ ０ ４ の 回 動 操 作 方 向 が 左 方 向 の 回 動 で あ っ て も 同 様 に 操 作 部 １ ０ ４ の
挿 入 部 ２ の 第 ２ 支 持 体 ３ １ へ の 干 渉 は な い 。 ま た 、 上 記 最 大 回 動 角 α ｃ ｍ ａ ｘ 　 の 左 右 回
動 状 態 で は 、 前 記 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に ス ト ッ パ 機 能 が 働 き 、 操 作 部 ４ の 上 記 回
動 が 規 制 さ れ る も の と す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
上 述 の よ う に 第 ２ 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 １ ０ １ に よ れ ば 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 処
置 部 １ ０ ３ の 開 閉 の た め の リ ン ク 機 構 が 操 作 部 １ ０ ４ 側 に 平 行 移 動 し て 配 置 さ れ 、 か つ 、
操 作 部 １ ０ ４ が 挿 入 部 ２ に 対 し て 離 間 し た 構 成 を 有 し て い る た め に 、 任 意 の 回 動 姿 勢 に お
け る 操 作 部 １ ０ ４ と の 開 閉 操 作 を 一 致 さ せ る こ と が で き 、 操 作 部 １ ０ ４ 側 の 操 作 力 が 効 率
よ く 処 置 側 に 伝 達 さ れ る 。 さ ら に 、 任 意 の 回 動 姿 勢 に お け る 操 作 部 １ ０ ４ の 挿 入 部 ２ へ の
干 渉 が 発 生 す る こ と が な く 、 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
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本 発 明 に よ れ ば 、 よ り 少 な い 部 品 構 成 に よ っ て 、 全 て の 回 動 姿 勢 に お け る 処 置 部 お よ び 操
作 部 の 開 閉 特 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 構 成 の 簡 素 化 を 図 ら れ る と と も に 、 全 て の 回 動
姿 勢 で 操 作 部 の 挿 入 部 へ の 干 渉 を 避 け る こ と が で き る 多 自 由 度 鉗 子 装 置 で あ る 外 科 処 置 具
を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 外 科 用 処 置 具 の 全 体 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の リ ン ク 構 成 を 示 す 模 式 的 線 図 で あ っ て 、 下 方 か ら 見 た
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 処 置 部 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 処 置 部 を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 処 置 部 の 開 放 状 態 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ っ て 、 ハ ン ド ル 部 材
お よ び ガ ー ド の 一 部 を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 。
【 図 ８ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ っ て 、 ハ ン ド ル 部 材
お よ び ガ ー ド す べ て を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 。
【 図 ９ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 に て 、 ハ ン ド ル 部 材 お よ び ガ ー ド 、 さ ら に 、 ク
レ ー ド ル を 取 り 外 し た 状 態 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ っ て 、 ハ ン ド ル 部
材 お よ び ガ ー ド を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 。
【 図 １ ２ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ っ て 、 ハ ン ド ル 、
ガ ー ド 、 お よ び 、 ク レ ー ド ル を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 。
【 図 １ ３ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 処 置 部 に お け る 各 ピ ン の 位 置 関 係 を 示 す 側 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ４ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 に お け る 各 ピ ン の 位 置 関 係 を 示 す 側 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ５ 】 上 記 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 に お け る ハ ン ド ル 部 材 、 ガ ー ド 、 お よ び 、 ク
レ ー ド ル を 取 り 外 し た 状 態 で の 各 ピ ン の 位 置 関 係 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 側 面 図 で あ っ て 、 処 置 部 を 水 平 、 か つ 、 真 直 に 保 っ た 状
態 を 示 す 。
【 図 １ ７ 】 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 側 面 図 で あ っ て 、 図 １ ６ の 水 平 状 態 で 処 置 部 を 開 放 し た
状 態 を 示 す 。
【 図 １ ８ 】 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 側 面 図 で あ っ て 、 処 置 部 を 上 方 に 上 げ た 状 態 を 示 す 。
【 図 １ ９ 】 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 側 面 図 で あ っ て 、 図 １ ８ の 状 態 で 処 置 部 を 開 放 し た 状 態
を 示 す 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 下 面 図 で あ っ て 、 処 置 部 を 水 平 に 保 っ た 状 態 を 示 す 。
【 図 ２ １ 】 図 １ の 外 科 用 処 置 具 の 下 面 図 で あ っ て 、 処 置 部 を 水 平 に 保 ち 、 さ ら に 、 右 方 向
に 回 動 さ せ た 状 態 を 示 す 。
【 図 ２ ２ 】 上 記 図 １ の 外 科 処 置 具 の 平 面 図 で あ っ て 、 処 置 部 を 水 平 に 保 っ た 状 態 を 示 す 。
【 図 ２ ３ 】 上 記 図 １ の 外 科 処 置 具 の 平 面 図 で あ っ て 、 処 置 部 を 水 平 に 保 ち 、 か つ 、 左 方 に
回 動 さ せ た 状 態 を 示 す 。
【 図 ２ ４ 】 上 記 図 １ の 外 科 処 置 具 に お い て 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 水 平 方 向 の Ｚ 方 向 に 沿 っ
た 状 態 で 、 か つ 、 下 方 に 回 動 さ せ 、 処 置 部 を 上 方 に 立 ち 上 げ た と き の 操 作 部 ま わ り の 平 面
図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 上 記 図 １ の 外 科 処 置 具 に お い て 、 上 記 図 ２ ４ の 状 態 か ら 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 右
方 向 に 最 大 回 動 角 回 動 さ せ た 状 態 で の 操 作 部 ま わ り の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 上 記 図 １ の 外 科 処 置 具 に お い て 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 水 平 方 向 の Ｚ 方 向 に 沿 っ
た 真 直 状 態 に 保 ち 、 処 置 部 が 水 平 位 置 に あ る と き の 操 作 部 ま わ り の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 上 記 図 １ の 外 科 処 置 具 に お い て 、 図 ２ ６ の 状 態 か ら 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 右 方 向
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に 最 大 回 動 角 回 動 さ せ た 状 態 の 操 作 部 ま わ り の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 で あ る 外 科 用 処 置 具 の 全 体 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ ９ 】 上 記 図 ２ ８ の 外 科 用 処 置 具 の リ ン ク 構 成 を 示 す 模 式 線 図 で あ っ て 、 下 方 か ら 見
た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 上 記 図 ２ ８ の 外 科 用 処 置 具 の 処 置 部 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 上 記 図 ２ ８ の 外 科 用 処 置 具 の 処 置 部 を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 上 記 図 ２ ８ の 外 科 用 処 置 具 の 処 置 部 の 開 放 状 態 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 上 記 図 ２ ８ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 上 記 図 ２ ８ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 の 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 お よ び ガ ー ド を 外 し た
状 態 を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 上 記 図 ２ ８ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 の ハ ン ド ル 部 材 お よ び ガ ー ド を 外 し た 状 態
を 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 上 記 図 ２ ８ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 上 記 図 ２ ８ の 外 科 用 処 置 具 の 操 作 部 の ハ ン ド ル 部 材 お よ び ガ ー ド を 外 し た 状 態
を 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 上 記 図 ２ ８ の 外 科 処 置 具 に て 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を Ｚ 方 向 に 保 ち 、 か つ 、 下 方 に
下 げ て 処 置 部 を 上 方 に 立 ち 上 げ た と き の 操 作 部 ま わ り の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 上 記 図 ２ ８ の 外 科 処 置 具 に て 図 ３ ８ の 状 態 か ら 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 右 方 向 に 最
大 回 動 角 回 動 さ せ た 状 態 の 操 作 部 ま わ り の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 上 記 図 ２ ８ の 外 科 処 置 具 に お い て 、 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 水 平 方 向 に 沿 っ た 真 直
状 態 に 保 ち 、 処 置 部 が 水 平 位 置 に あ る と き の 操 作 部 ま わ り の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 上 記 図 ２ ８ の 外 科 処 置 具 に て 図 ４ ０ の 状 態 か ら 第 １ ハ ン ド ル 部 材 を 右 方 向 に 最
大 回 動 角 回 動 さ せ た 状 態 の 操 作 部 ま わ り の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， １ ０ １
… 外 科 用 処 置 具
２ 　 … 挿 入 部
３ ， １ ０ ３
… 処 置 部
４ ， １ ０ ４
… 操 作 部
５ 　 … 第 １ 駆 動 棒 （ 駆 動 棒 ）
６ 　 … 第 ２ 駆 動 棒 （ 駆 動 棒 ）
７ 　 … 第 ３ 駆 動 棒 （ 駆 動 棒 ）
８ 　 … 第 １ 支 持 体 （ 支 持 体 ）
９ 　 … 第 １ 枢 支 軸 （ 処 置 部 回 動 枢 支 軸 ）
１ ２ 　 … 第 １ 処 置 片 （ 回 動 処 置 片 ）
１ ３ 　 … 第 １ 開 閉 枢 支 ピ ン （ 処 置 部 開 閉 枢 支 軸 ）
１ ４ 　 … 第 ２ 処 置 片 （ 開 閉 処 置 片 ）
３ １ 　 … 第 ２ 支 持 体 （ 支 持 体 ）
３ ２ 　 … 第 ２ 枢 支 軸 （ 操 作 部 回 動 枢 支 軸 ）
３ ７ ， １ ３ ７
… 第 １ ハ ン ド ル 部 材 （ 回 動 操 作 片 ）
３ ８ 　 … 第 ２ 開 閉 枢 支 ピ ン （ 操 作 部 開 閉 枢 支 軸 ）
３ ９ ， １ ３ ９
… 第 ２ ハ ン ド ル 部 材 （ 開 閉 操 作 片 ）
α ａ … 第 １ の 回 動 方 向 の 回 動 角
α ｂ … 第 １ の 回 動 方 向 と 一 致 す る 方 向 の 回 動 角
α ｃ … 第 ２ の 回 動 方 向 の 回 動 角
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】
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【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】
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【 図 ４ １ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 11月 7日 (2002.11.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ２ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ３ ３ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种外科手术治疗仪，其具有能够在操作旋转姿势下
实现远侧治疗部与操作部的开闭操作的重合，防止操作部的干涉，并且
操作性优异的结构。 要做。 解决方案：手术治疗工具1是一种应用于内
窥镜手术的多自由度镊子装置，主要包括插入部分2和布置在远端侧并被
驱动打开和关闭的治疗部分。 之后，配置在插入部2的基端侧的操作部4
与处理部的第一处理片和第二处理片相对于第一把手构件37和第二把手
构件39对称。 第二手柄构件39沿该方向旋转或被驱动以被打开和关闭，
但是第二手柄构件39以可旋转的方式插入插入部分2中，而不会干扰第一
手柄构件37的预定左右旋转范围。 通过将操作部4配置在相对于宽度方
向对称的位置，可以使操作部4在规定的左右旋转范围内旋转。 [选择图]
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